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　「地
方
創
生
」
の
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
。
経
済
の
長
期
低
迷
、
デ
フ
レ
克

服
に
地
方
・
地
域
の
再
活
性
化
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
、
地
方
の
疲
弊
が
進
ん
だ
証

左
だ
。
そ
ん
な
中
で
「
道
の
駅
」
が
俄
然
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。
道
の
駅
は
大

都
市
圏
よ
り
地
方
に
多
い
。
制
度
開
始
か
ら
20
年
以
上
経
ち
、
10
月
現
在
全
国
で

１
０
４
０
駅
に
増
え
た
。
当
初
は
休
憩
、
情
報
発
信
、
地
域
連
携
が
主
な
機
能
だ

っ
た
が
、
防
災
や
観
光
、
地
域
の
福
祉
拠
点
と
し
て
も
進
化
。
だ
か
ら
今
、
こ
の

「
小
さ
な
拠
点
」
が
、「
地
方
創
生
の
拠
点
」
に
最
適
な
公
的
施
設
と
注
目
さ
れ
る

の
だ
。
道
の
駅
の
未
来
像
を
模
索
す
る
試
み
は
全
国
で
進
む
。
道
の
駅
「
第
２
ス

テ
ー
ジ
」
へ
の
期
待
が
熱
い
。
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　国
は
今
夏
、
将
来
の
地
域
づ
く
り
の
指

針
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５

０
」
を
ま
と
め
た
。
中
山
間
地
で
人
口
減

少
時
代
に
生
活
基
盤
を
維
持
す
る
に
は
「
小

さ
な
拠
点
」
を
形
成
し
、
日
常
生
活
を
支

え
る
「
守
り
の
砦
」
と
す
る
と
と
も
に
、

道
の
駅
な
ど
と
連
携
し
て
雇
用
を
生
み
出

す
「
攻
め
の
砦
」
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
、
と
し
て
い
る
。

　道
の
駅
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

創
意
工
夫
す
る
自
由
な
運
営
で
、
地
域
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
的
施
設
と
し
て
国

民
的
人
気
を
集
め
成
長
。
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
ア
イ
デ
ア
が
個
性
的
な
駅
を
つ

く
り
、
６
次
産
業
化
で
雇
用
を
生
む
な
ど
、

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
場
に
も
な
っ
て

い
る
。

　国
土
交
通
省
は
道
の
駅
を
「
開
か
れ
た

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
と
し
て
他
の
府
省
庁

の
制
度
も
活
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
お

り
、
国
を
挙
げ
て
道
の
駅
の
多
角
的
な
機

能
強
化
を
支
援
す
る
機
運
が
盛
り
上
が
る
。

道
の
駅
こ
そ
「
地
方
創
生
の
拠
点
」
に
ふ

さ
わ
し
い
、
う
っ
て
つ
け
の
場
と
位
置
づ

け
て
い
る
の
だ
。

　こ
の
流
れ
の
中
、
全
国
「
道
の
駅
」
連

絡
会
（
会
長
・
本
田
敏
秋
遠
野
市
長
）
第

３
回
総
会
が
10
月
、
栃
木
県
那
須
町
で
開

催
さ
れ
た
。
拠
点
整
備
へ
の
流
れ
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、
全
国
の
道
の
駅
が
地
域
を

越
え
て
結
束
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
事
業

を
応
援
し
や
す
く
す
る
よ
う
、
事
務
局
を

東
京
に
置
く
こ
と
な
ど
を
議
決
し
た
。
道

の
駅
同
士
の
情
報
共
有
や
、
道
の
駅
が
連

携
す
る
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
活
発
化
し
、

道の駅を「地方創生の拠点」に
茜
色
に
移
り
行
く
富
士
の
夕
映
え
に
彩
を
添
え
る
道
の
駅
の
紅
葉
（
山
梨
県
の
「
な
る
さ
わ
」
で
）
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

駅
間
の
格
差
解
消
、
駅
全
体
の
レ
ベ
ル
向

上
が
図
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　同
時
に
「
道
の
駅

　第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
」

を
テ
ー
マ
に
「
全
国
『
道
の
駅
』
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
in
那
須
」
も
開
催
。
独
創
的
な
活

動
に
取
り
組
む
駅
を
持
つ
自
治
体
の
首
長

自
身
が
報
告
、
道
の
駅
の
未
来
像
を
討
論

す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
た
。

　一
方
、
関
東
１
都
６
県
と
長
野
、
山
梨

県
の
道
の
駅
１
４
９
駅
か
ら
特
色
あ
る
駅

を
表
彰
す
る
「
関
東
道
の
駅
ア
ワ
ー
ド
２

０
１
４
」（
読
売
新
聞
社
主
催
）
が
９
月
、

東
京
で
開
か
れ
、
選
定
委
員
が
30
駅
を
選

ぶ
「
プ
レ
ミ
ア
ム
30
」
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
投
票
に
よ
る
「
み
ん
な
の
Ｎ
Ｏ
・
１
」

が
発
表
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
関
東

道
の
駅
ア
ワ
ー
ド
も
、
他
の
駅
の
参
考
に

な
る
活
動
に
満
ち
、
道
の
駅
の
未
来
像
を

探
る
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
。

いたこ
柗田千春代表取締役社長

　東関東自動車道の終点に近づくと一

茨城県潮来市前川 1326-1
県道潮来佐原線　TEL.0299-67-1161

面に広がる水郷と田園風景。潮来ＩＣ１分と東京
近辺からのアクセスも抜群で、茨城の旅への出発
点です。約3000種の豊富なお土産アイテムや新
鮮野菜はもちろん、手作りヨーグルトが人気で、
関東道の駅アワード2014にも選定されました。

錦秋湖
猿橋亮店長

　奥羽山脈の懐にいだかれた錦秋湖に

岩手県西和賀町杉名畑 44-264
国道 107 号　TEL.0197-84-2990

は、春になると山の雪解け水が流れ込み、湖面に
美しい緑を映し出し、秋には湖の周辺が文字通り
「錦秋」に彩られ、見る者の心を癒します。店内
レストランでお食事された方にサービスしている
漬物は、一食の価値がある自信の逸品です。

瀧之拝太郎
武田丈夫駅長

　日本屈指の清流小川の景勝「滝の拝」

和歌山県古座川町小川 774
主要地方道那智勝浦古座川線　TEL.0735-79-0129

は県指定天然記念物で、南紀熊野ジオパークのジ
オサイトに指定され、当駅に隣接しています。小
川出張所、小川僻地診療所、小川総合センター、
ヘリポート、物産販売所がある複合施設で、生活、
交流、災害時の拠点施設でもあります。
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道の駅の未来像討議
　国
は
「
道
の
駅
」
を
「
地
方
創
生
」
拠
点
に
格
好
の
公
的
施
設

と
位
置
づ
け
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
駅
を
モ
デ
ル
に
選

び
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
総
合
的
に
支
援
す
る
政
策
を
打
ち
出

し
た
。
国
を
挙
げ
て
道
の
駅
「
第
２
ス
テ
ー
ジ
」
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
具
体
的
施
策
の
本
格
始
動
だ
。全
国
１
０
４
０
の
道
の
駅
で
は
、

自
由
な
独
自
運
営
と
い
う
利
点
を
生
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
地

域
へ
の
貢
献
な
ど
で
「
地
方
創
生
」
拠
点
へ
の
期
待
に
応
え
よ
う

と
、地
域
の
特
性
を
生
か
し
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
が
進
む
。

「
第
３
回
全
国
『
道
の
駅
』
連
絡
会
総
会
」
は
10
月
、
栃
木
県
那

須
町
で
開
き
、
各
駅
の
結
束
や
連
携
を
強
め
て
レ
ベ
ル
向
上
を
目

指
す
こ
と
を
確
認
。
総
会
後
の
「
全
国
『
道
の
駅
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
in
那
須
」
で
は
、
道
の
駅
の
未
来
像
を
探
る
討
議
が
展
開
さ
れ

た
。

　総
会
に
は
全
国
の
「
道
の
駅
」

設
置
者
の
首
長
や
道
路
管
理
者
ら

約
５
０
０
人
が
参
加
。
主
催
者
と

し
て
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
会

長
の
本
田
敏
秋
岩
手
県
遠
野
市
長

が
「
道
の
駅
は
『
ま
ち
』
の
特
産

物
や
観
光
資
源
を
活
か
し
て
『
ひ

と
』
を
呼
び
、地
域
に
『
し
ご
と
』

を
生
み
出
す
地
方
活
性
化
の
核
と

し
て
ま
す
ま
す
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。地
方
創
生
の
流
れ
の
中
で
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
課
題

を
共
有
し
『
町
の
顔
』
そ
の
も
の

の
道
の
駅
を
光
り
輝
く
も
の
に

育
て
る
た
め
、
新
た
な
知
恵
を

出
し
絆
を
深
め
よ
う
」
と
挨
拶

し
た
。

　来
賓
挨
拶
し
た
国
土
交
通
省
の

茅
野
牧
夫
国
道
・
防
災
課
長
は「
道

の
駅
の
仕
組
み
は
他
の
省
庁
も
う

ら
や
む
ほ
ど
に
成
功
し
た
。
第
２

ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
今
、
時
流
に

合
っ
た
地
域
の
ア
イ
デ
ア
を
募

り
、
さ
ら
に
充
実
出
来
る
よ
う
、

各
省
庁
が
手
を
携
え
て
応
援
し
て

い
く
」
と
道
の
駅
へ
の
期
待
を
込

め
て
祝
辞
を
述
べ
た
。

　新
潟
県
中
越
地
震
の
発
生
か
ら

10
年
が
経
っ
た
。
そ
の
時
に
道
の

駅
が
防
災
拠
点
に
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
従
来
の
機
能
に
加

え
他
の
役
割
も
果
た
せ
る
と
注
目

さ
れ
た
。
そ
の
後
10
年
を
経
て
さ

ら
に
様
々
な
機
能
が
見
直
さ
れ
、

「
道
の
駅
」
は
重
要
性
を
増
し
て

「
地
方
創
生
」
の
拠
点
に
な
る
ほ

第
３
回
連
絡
会
総
会

連
携
強
め
レ
ベ
ル
向
上
確
認

栃
木
県
で
開
催

総
会
で
挨
拶
す
る
本
田
敏
秋
会
長

寒
い
那
須
だ
け
に
会
場
前
で
は
す
い
と
ん
の

ふ
る
ま
い
も

「
那
須
宣
言
」
で
は
北
海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄

ま
で
各
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
の
会
長
が
勢
ぞ
ろ
い

栃
木
県
内
22
駅
の
特
色
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展

ど
存
在
感
が
膨
ら
ん
だ
。

　道
の
駅
の
設
置
者
は
自
治
体
で

あ
る
。
道
の
駅
が
期
待
に
応
え
る

に
は
自
治
体
首
長
の
理
解
と
協
力

が
欠
か
せ
な
い
。
理
解
を
深
め
、

道
の
駅
全
体
が
質
を
高
め
る
に

は
、
情
報
の
共
有
が
重
要
だ
。

　総
会
で
は
、
先
駆
的
な
モ
デ
ル

駅
を
国
が
選
定
し
関
係
機
関
が
総

合
的
に
支
援
す
る
政
策
を
、
道
の

駅
が
有
効
に
活
用
す
る
に
も
、
全

国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
を
中
心
に

情
報
交
換
や
連
携
、
自
主
的
な
事

業
展
開
な
ど
で
体
制
強
化
が
必
要

と
、
事
務
局
を
東
京
に
置
く
こ
と

な
ど
が
提
案
さ
れ
、
那
須
宣
言
の

採
択
と
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

　最
後
に
、
国
が
「
モ
デ
ル
箇
所

の
選
定
と
総
合
的
な
支
援
」
に
つ

い
て
説
明
。
道
の
駅
を
「
地
域
外

か
ら
活
力
を
呼
ぶ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

型
」、「
地
域
の
元
気
を
創
る
地
域

セ
ン
タ
ー
型
」
に
分
け
、
企
画
提

案
を
受
け
て
審
査
、
有
識
者
の
意

見
を
踏
ま
え
て
選
定
す
る
な
ど
、

考
え
方
や
流
れ
を
説
明
し
た
。

　参
加
し
た
首
長
を
前
に
、
自
治

体
の
積
極
的
な
企
画
提
案
や
応
募

を
呼
び
か
け
、
多
く
の
省
庁
が
連

携
し
て
総
合
的
に
支
援
し
て
行
く

こ
と
を
表
明
し
た
。

　国
が
説
明
し
た
多
様
な
事
業
例

を
受
け
て
、
全
国
「
道
の
駅
」
連

絡
会
と
し
て
実
現
へ
具
体
的
に
取

り
組
む
た
め
、
質
疑
で
は
４
人
の

首
長
か
ら
「
地
方
創
生
の
機
運
の

盛
り
上
が
り
を
前
向
き
に
、
積
極

的
に
捉
え
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入

っ
た
道
の
駅
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
地
方
か
ら
内
需
拡
大
に
繋
げ

ら
れ
る
は
ず
。
ぜ
ひ
事
務
局
体
制

を
強
化
し
て
課
題
を
共
有
し
、
手

を
つ
な
い
で
や
っ
て
い
こ
う
」と
、

賛
成
の
意
見
が
相
次
い
だ
。

　
　◇

　
　
　◇

　
　
　◇

　国
交
省
関
東
地
方
整
備
局
は
、

栃
木
県
内
22
カ
所
の
各
道
の
駅
に

つ
い
て
、
駅
の
特
色
を
象
徴
す
る

取
り
組
み
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

的
に
設
定
。
今
後
の
取
り
組
み
で

特
化
し
て
力
を
注
ぎ
や
す
い
よ
う

パ
ネ
ル
を
制
作
。
総
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
合
わ
せ
て
、
パ
ネ
ル
展

を
併
催
し
注
目
を
集
め
た
。

２

みなみかた
永浦敬悦駅長

　「もっこりの里」が愛称。もっこりは登

宮城県登米市南方町新高石浦 150-1
県道 1号線　TEL.0220-58-3111

米市南方地区のキャッチフレーズで、やる気、元気、
活力で地域を盛り上げる様子を表します。農薬や化
学肥料を極力減らした農業に取り組む地域にふさ
わしく、駅でも新鮮農産物と加工品の直売、お母さ
んの手づくりバイキングレストランが人気です。

インフォメーションセンターかわもと
山口幸則駅長

　島根県のほぼ中央、世界遺産石見銀

島根県川本町大字因原 505-5
国道 261 号　TEL.0855-72-1111

山の玄関口にあります。レストランでは元気にな
ると評判の地元特産「エゴマ」活用メニューや、
稀少な石見和牛を使用した和牛丼等をお楽しみい
ただけます。独り暮らしのお年よりのため、買い
物代行宅配サービスも手がけ喜ばれております。

赤城の恵
重本大輔店長

　赤城南麓の豊かな自然と美しい景色

群馬県前橋市荻窪町 437-11
主要地方道渋川大胡線　TEL.027-288-0378

に恵まれた11.6㌶の広大な荻窪公園内にありま
す。天然温泉「あいのやまの湯」、地域の新鮮野
菜を販売する農産物直売所「味菜」や大型遊具も
あり、初夏には１万6000株のアジサイが咲き誇
る公園をご家族みなさんでお楽しみください。
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公
的
施
設
の
役
割
大
切

　総
会
に
引
き
続
き
「
第
３
回
全

国
『
道
の
駅
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in

那
須
」が
開
催
さ
れ
た
。
全
国「
道

の
駅
」
連
絡
会
会
長
の
本
田
敏
秋

岩
手
県
遠
野
市
長
、
関
東
「
道
の

駅
」
連
絡
会
会
長
の
新
井
利
明
群

馬
県
藤
岡
市
長
の
挨
拶
の
後
、
福

田
富
一
栃
木
県
知
事
と
越
智
繁
雄

国
交
省
関
東
地
方
整
備
局
長
が
来

賓
挨
拶
し
祝
辞
を
述
べ
た
。

　特
長
あ
る
道
の
駅
の
取
り
組
み

紹
介
で
は
、
道
の
駅
「
東
山
道
伊

王
野
」
と
「
那
須
高
原
友
愛
の
森
」

の
設
置
者
で
地
元
那
須
町
の
高
久

勝
町
長
が
「
～
こ
こ
か
ら
始
ま
る

那
須
～
那
須
高
原
の
総
合
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
と
し

て
さ
ら
に
力
を
入
れ
た
い
。
ま
だ

ま
だ
発
展
の
余
地
が
あ
る
」
と
、

道
の
駅
ま
つ
り
の
物
産
展

映
像
を
使
い
道
の
駅
の
工
夫
な
ど
を
説
明

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

過
地
点
に
な
ら
な
い
よ
う
、
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
タ
ウ
ン
構
想
を
実

現
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　続
い
て
「
道
の
駅

　第
２
ス
テ

ー
ジ
へ
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
パ
ネ
リ
ス
ト

は
栃
木
県
道
の
駅
第
１
号
「
も
て

ぎ
」
の
設
置
者
、
小
口
達
也
茂
木

町
長
／
道
の
駅
制
度
発
足
前
の
実

証
実
験
を
踏
ま
え
発
祥
の
駅
と
な

っ
た
山
口
県
の
道
の
駅「
阿
武
町
」

設
置
者
の
中
村
秀
明
町
長
／
内
閣

府
の
地
域
活
性
化
伝
道
師
で
岐
阜

県
郡
上
市
の
道
の
駅
「
古
今
伝
授

の
里
や
ま
と
」
の
水
野
正
文
総
支

配
人
／
海
外
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
月

刊
誌
「
る
る
ぶ
」
の
編
集
な
ど
に

携
わ
っ
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン

グ
の
楓
千
里
執
行
役
員
／
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
な
ど
多
く

の
研
究
で
知
ら
れ
る
法
政
大
学
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
の
岡
本

義
行
教
授
の
５
人
。
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
下
野
新
聞
社
の
野
村
明

敏
論
説
委
員
長
が
務
め
た
。

　小
口
氏
は
「
生
産
か
ら
加
工
、

販
売
ま
で
町
で
完
結
す
る
６
次
産

業
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
」
と
力

説
。
中
村
氏
は
「
町
が
再
生
ビ
ジ

ョ
ン
を
作
り
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

も
と
で
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
面
の
改

善
を
図
っ
て
い
る
」
と
Ｐ
Ｒ
。
水

野
氏
は
「
誰
が
経
営
す
る
か
、
管

理
で
き
る
人
は
い
る
か
、
設
置
目

的
や
何
を
伝
え
た
い
か
な
ど
の
明

確
化
が
大
切
」
と
指
摘
。
３
氏
が

「
道
の
駅
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
効
果
」
を
紹
介
し
た
。

３

　楓
氏
は
観
光
や
利
用
者
の
観
点

か
ら
「
旅
の
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し

て
い
る
。
地
域
な
ら
で
は
の
産
品

や
メ
ニ
ュ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

に
磨
き
を
か
け
、
駅
が
旅
の
目
的

地
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、

岡
本
氏
は
経
済
や
地
域
活
性
化
の

観
点
か
ら
「
駅
に
は
都
市
型
、
農

業
地
域
型
、
中
山
間
地
型
が
あ
る

が
、
生
活
の
駅
と
し
て
小
さ
な
拠

点
に
な
る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
道

の
駅
の
役
割
や
効
果
を
話
し
た
。

　５
氏
は
道
の
駅
の
取
り
組
み
を

進
め
る
う
え
で
必
要
な
制
度
や
支

援
に
つ
い
て
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ

向
け
て
目
指
す
べ
き
方
向
や
提

案
、
自
治
体
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

道
の
駅
の
連
携
の
重
要
性
な
ど
を

訴
え
、「
地
方
創
生
」
の
拠
点
へ

の
期
待
を
語
っ
た
。

　ま
た
「
道
の
駅
の
さ
ら
な
る
進

化
に
は
自
治
体
と
駅
が
互
い
に
理

解
を
深
め
合
い
な
が
ら
、
共
通
の

目
的
意
識
を
持
っ
て
公
的
施
設
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
。
自
治
体
は
従
来
以
上
に

☆ 26年 10 月登録道の駅（10駅）
駅名 所在地 路線名 供用予定日

あがつま峡 群馬県吾妻郡東吾妻町大字三島 6441 町道 5284 号 平成 26 年 10 月

発酵の里こうざき 千葉県香取郡神崎町松崎 855 町道松崎 356 号 平成 27 年 4月

くるら戸田（へだ） 静岡県沼津市戸田 1294-3 主要地方道修善寺・戸田線 平成 27 年 4月

もっくる新城（しんしろ） 愛知県新城市八束穂字五反田 329-7 国道 151 号 平成 27 年 3月

一乗谷あさくら水の駅 福井県福井市安波賀中島町 1字 1番１ 県道篠尾勝山線 平成 27 年 4月

奥永源寺渓流の里 滋賀県東近江市蓼畑町 510 国道 421 号 平成 27 年 4月

世羅 広島県世羅郡世羅町大字川尻字大柳 2402-1 国道 432 号 平成 27 年 3月

北方よっちみろ屋 宮崎県延岡市北方町早日渡巳 175-1 国道 218 号 平成 27 年 4月

野方あらさの 鹿児島県曽於郡大崎町野方 2810-7 県道 64 号 平成 26 年 12 月

ぎのざ 沖縄県国頭郡宜野座村字漢那 1633 番地 国道 329 号 平成 26 年 10 月

友
愛
の
森
再
整
備
な
ど
に
取
り
組

む
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　和
歌
山
県
古
座
川
町
の
道
の
駅

「
瀧
之
拝
太
郎
」「
一
枚
岩
」「
虫

喰
岩
」
３
駅
設
置
者
の
武
田
丈
夫

町
長
は
、
瀧
之
拝
太
郎
は
「
役
場

出
張
所
や
診
療
所
、
集
会
所
、
避

難
所
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
併
設
し
て

地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
喜
ば
れ
て

い
る
」
と
紹
介
。
今
後
は
天
然
記

念
物
に
隣
接
す
る
ジ
オ
パ
ー
ク

（
ジ
オ
サ
イ
ト
）
の
道
の
駅
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
と
話
し
た
。

　山
形
県
の
道
の
駅
「
鳥
海
」
設

置
者
の
時
田
博
機
遊
佐
町
長
は

「
活
き
の
良
い
日
本
海
の
魚
介
類

を
目
の
前
で
焼
き
、
直
ぐ
に
食
堂

で
食
べ
て
も
ら
う
サ
ー
ビ
ス
が
人

気
。
今
後
は
高
速
道
路
開
通
で
通

自
治
体
の
関
わ
り
強
め
運
営
を

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

若狭熊川宿
西野裕城駅長

　若狭小浜から京都まで鯖などを運ん

福井県若狭町熊川 11-1-1
国道 303 号　TEL.0770-62-9111

だ「鯖街道」沿いの宿場、熊川宿をイメージした
造りです。名物はやはり、特大の鯖寿司が根強い
人気です。お食事には、これからの季節は熊川く
ずを使用したくず湯やくずうどんも好評です。散
策に便利なレンタサイクルもご用意しています。

大月
斎藤正記駅長

　四国西南端のマリンスポーツ、サン

高知県大月町弘見 2610
国道 321 号　TEL.0880-73-1610　

ゴ産地で知られた町にある駅。マグロ、鯛など多
彩な鮮魚が並ぶ直販所や冬の特産品「ひがしやま」
（干し芋）、「苺氷」（かき氷）、地場産牛乳のソフ
トクリームが売店の人気です。移住希望者が多く
体験ツアー、相談窓口を駅に設けています。

甘楽
三木純一理事長

　新鮮野菜、名物桃太郎ごはん、本格

群馬県甘楽町小幡 441-4
主要地方道富岡神流線　TEL.0274-74-5445

石窯焼きピザ、イタリア直輸入ワイン、甘楽野ソ
フトクリームなど特色ある商品が揃っています。
国指定名勝の大名庭園「楽山園」へは徒歩約10分、
「こんにゃくパーク」へは車で約3分、世界文化
遺産「富岡製糸場」へは車で約10分です。

道
の
駅
へ
の
関
わ
り
を
強
め
、
運

営
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
」
と
、

課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　
　◇

　
　
　◇

　
　
　◇

　総
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
合
わ

せ
て
関
東
と
岩
手
・
福
島
の
道
の

駅
が
大
集
合
し
た
「
道
の
駅
ま
つ

り
」
も
開
催
。
新
鮮
な
野
菜
や
特

産
品
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
出
店
が

人
気
を
呼
ん
だ
。
２
日
目
は
栃
木

県
内
の
道
の
駅
５
カ
所
を
、
２
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
現
地
視
察
し

た
。（
８
～
９
面
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
詳
報
）
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　「関
東
道
の
駅
ア
ワ
ー
ド
２
０

１
４
」は
読
売
新
聞
社
が
主
催
し
、

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
、

全
国「
道
の
駅
」連
絡
会
、関
東「
道

の
駅
」
連
絡
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道

研
究
会
の
協
力
で
実
現
。ト
ヨ
タ
、

ホ
ン
ダ
、
日
産
、
富
士
重
工
、
三

菱
自
動
車
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各

社
と
一
般
財
団
法
人
次
世
代
自
動

　国
民
的
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
成
長
し
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た

「
道
の
駅
」。
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
が
６
月
、
地
域
の
課
題
解

決
に
工
夫
を
凝
ら
す
東
北
各
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
好
事
例
１
駅
ず
つ
を

選
び
、
道
の
駅
設
置
者
の
首
長
自
ら
が
発
表
、
選
考
す
る
「
好
事

例
発
表
会
」
を
開
催
し
た
の
を
始
め
、
各
地
で
道
の
駅
の
質
向
上

を
目
指
す
取
り
組
み
が
進
む
。
９
月
に
東
京
で
開
か
れ
た
「
関
東

道
の
駅
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
」
も
そ
の
一
つ
。
特
色
あ
る
駅
、
人

気
の
高
い
駅
な
ど
を
表
彰
し
、
他
の
道
の
駅
の
参
考
に
と
期
待
が

集
ま
っ
た
。

会
交
流
施
設
と
し
て
発
展
し
、
地

域
活
性
化
の
拠
点
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
の
期
待
を
込
め
た
制
度
だ
。

「
地
方
創
生
」
の
拠
点
と
な
る
に

ふ
さ
わ
し
い
公
的
施
設
へ
の
進
化

を
応
援
し
、
促
進
す
る
制
度
と
し

て
定
着
す
る
よ
う
願
う
関
係
者
は

「
ア
ワ
ー
ド
が
全
国
で
展
開
さ
れ

道
の
駅
全
体
の
底
上
げ
に
繋
が
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　関
東
地
方
１
都
６
県
と
、
国
交

省
関
東
地
整
管
内
の
長
野
、
山
梨

県
の
１
４
９
駅
が
対
象
。
単
な
る

人
気
投
票
や
ラ
ン
キ
ン
グ
付
け
に

終
わ
ら
ぬ
よ
う
、
地
域
連
携
、
情

報
発
信
、
休
憩
施
設
、
防
災
機
能
、

観
光
集
客
な
ど
に
つ
い
て
、
道
の

駅
来
場
者
や
各
駅
長
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
投
票
も
呼
び
か
け
、
多
角
的

な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
実
態
を
調

査
し
た
。

　石
田
東
生
筑
波
大
学
教
授
ら
選

定
委
員
が
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
総

合
的
見
地
か
ら
優
秀
な
道
の
駅
を

順
位
付
け
せ
ず
に
30
駅
を
選
び
、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
30
」
と
し
て
表
彰
。

ネ
ッ
ト
投
票
に
よ
る
特
別
賞
「
み

ん
な
の
Ｎ
ｏ
・
１
」
に
は
群
馬
県

の
「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
が
選
ば

れ
た
。

　石
田
教
授
は
「
個
性
的
な
品
揃

え
や
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
連
携
、
防

災
拠
点
と
し
て
の
役
割
な
ど
特
色

あ
る
道
の
駅
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
選

ば
れ
た
。
今
後
は
全
国
の
道
の
駅

を
対
象
と
し
た
制
度
に
な
り
、
道

の
駅
の
新
た
な
発
展
を
目
指
せ
れ

ば
幸
い
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

関
東
道
の
駅
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４ 

プ
レ
ミ
ア
ム
30

優
秀
な
30
駅
を
表
彰

４

車
振
興
セ
ン
タ
ー
が
協
賛
し
た
。

　ア
ワ
ー
ド
制
度
の
目
的
に
つ
い

て
、
主
催
者
は
「
道
の
駅
が
多
機

能
で
快
適
な
施
設
へ
進
化
す
る
に

は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
。
道
の
駅
が
成
長
す
る
こ
と

は
来
場
者
だ
け
で
な
く
地
域
や
住

民
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
。
好
事

例
を
紹
介
し
表
彰
す
る
こ
と
が
、

管
理
者
や
運
営
者
の
励
み
に
つ
な

が
る
と
考
え
た
」
と
話
す
。

　道
の
駅
が
日
本
を
代
表
す
る
社

み
ん
な
の
No.
１
に
選
ば
れ
た
川
場

田
園
プ
ラ
ザ

受
賞
し
た
道
の
駅
の
出
展
コ
ー

ナ
ー
は
大
賑
わ
い

プレミアム 30
「プレミアム 30」に選ばれた駅は次の通り（順不同）

茨城県

いたこ 潮来市前川
ごか 五霞町幸主
まくらがの里こが 古河市大和田
みわ 常陸大宮市鷲子

栃木県

うつのみや
ろまんちっく村 宇都宮市新里町

思川 小山市下国府塚
しもつけ 下野市薬師寺
東山道伊王野 那須町伊王野
どまんなかたぬま 佐野市吉水町
もてぎ 茂木町茂木
湧水の郷しおや 塩谷町船生

群馬県

赤城の恵 前橋市荻窪町
あぐりーむ昭和 昭和村森下
おおた 太田市粕川町
川場田園プラザ 川場村萩室
甘楽 甘楽町小幡
ふじおか 藤岡市中
ふじみ 前橋市富士見町石井
八ッ場ふるさと館 長野原町林

埼玉県 大滝温泉 秩父市大滝

千葉県

とみうら 南房総市富浦町青木
富楽里とみやま 南房総市二部
水の郷さわら 香取市イ
和田浦ＷＡ・Ｏ！ 南房総市和田町仁我浦

長野県

今井 恵みの里 松本市今井
小谷 小谷村北小谷
花の駅 千曲川 飯山市常盤
雷電くるみの里 東御市滋野乙

山梨県
こぶちざわ 北杜市小淵沢町
富士吉田 富士吉田市新屋

今井恵みの里
犬飼公紀駅長

　松本市で最大の農業地帯にあり、300

長野県松本市今井 886-2
県道土合松本線　TEL.0263-31-3220

アイテムと豊富で新鮮、値ごろ感のある野菜、果
実類がたっぷり。体験農場や農家食堂にも取り組
み、農産物加工施設で70種類の農家ブランドを製
造販売しています。月2回イベントを開催し、農
の大切さと食の楽しさをアピールしています。

和田浦ＷＡ・Ｏ！
小原靖喜駅長

　関東唯一の捕鯨基地、南房総の和田地

千葉県南房総市和田町仁我浦 243
国道 128 号　TEL.0470-47-3100

区にあり、鯨料理や鯨商品等がおススメ。日本で3
体しかないシロナガスクジラの骨格標本が入口にド
ドーンと展示され、当駅のシンボルとなっています。
展望ホールから眺める環境省「快水浴場百選」の和
田浦海水浴場には癒されます。

しもつけ
広瀬寿雄駅長

　下野市の魅力をアピールするシティ

栃木県下野市薬師寺 3720- １
国道 4号小山石橋ＢＰ　Tel.0285-38-6631

セールスの場として誕生しました。生産量全国一
の栃木名産かんぴょうなど特産品や新鮮農産物販
売に加え、地元食材利用のレストランや石釜パン
工房、菓子・ジェラートコーナーのほか調理体験
などコミュニティー施設も充実しています。
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　日
本
風
景
街
道
「
愛
宕
街
道

(

京
都
鳥
居
本)

」
の
ル
ー
ト
は
、

京
都
の
代
表
的
観
光
名
所
、
嵯
峨

野
に
あ
る
。
街
道
沿
い
に
は
京
の

晩
夏
を
彩
る
「
五
山
の
送
り
火
」

の
一
つ
鳥
居
形
が
あ
り
、
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

指
定
さ
れ
る
「
嵯
峨
鳥
居
本
」
周

辺
の
日
本
一
短
い
風
景
街
道
だ
。

Ｊ
Ｒ
嵯
峨
野
駅
や
京
福
電
鉄
嵐
山

駅
、
阪
急
嵐
山
駅
か
ら
奥
ま
っ
た

愛
宕
山
ろ
く
に
あ
る
隠
れ
た
名
所

で
、
観
光
地
の
雑
踏
と
は
無
縁
の

閑
静
な
た
た
ず
ま
い
が
独
特
の
雰

囲
気
を
か
も
し
出
す
。

　愛
宕
街
道
の
歴
史
や
町
並
み
を

守
り
、
残
そ
う
と
風
景
街
道
の
活

動
を
始
め
た
の
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
う
る

わ
し
の
ま
ち
・
み
ち
づ
く
り
」（
上

村
多
恵
子
代
表
）
で
、
今
は
地
元

の
今
井
昌
代
さ
ん
や
松
山
和
子
さ

ん
ら
「
嵯
峨
野
保
勝
会
」
の
メ
ン

バ
ー
が
引
き
継
ぎ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と

も
に
「
う
る
わ
し
の
み
ち

　愛
宕

古
街
道
を
良
く
す
る
会
」
と
し
て

ル
ー
ト
の
案
内
な
ど
に
、
京
都
の

女
性
ら
し
い
お
も
て
な
し
を
心
が

け
る
。

　愛
宕
山
頂
に
あ
る
愛
宕
神
社
は

「
火
伏
せ
の
神
」
と
し
て
江
戸
中

期
か
ら
信
仰
を
集
め
、
街
道
の
門

前
市
は
参
詣
客
で
賑
わ
っ
た
。
出

火
が
ご
法
度
の
時
代
、「
伊
勢
に

七
度
、
熊
野
に
三
度
、
愛
宕
さ
ん

へ
は
月
参
り
」
と
歌
い
継
ぎ
、「
火

　広
島
市
内
で
８
月
に
起
き
た
大
規
模
土
石
流
災
害

は
、
土
砂
災
害
の
人
的
被
害
と
し
て
は
過
去
30
年
間
で

最
大
の
死
者
74
人
に
上
り
、
防
災
行
政
の
う
え
で
様
々

な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
惨
事
と
な
っ
た
。

　広
島
の
地
域
建
設
業
約
80
社
で
組
織
す
る
一
般
社
団

法
人
広
島
県
建
設
工
業
協
会
（
檜
山
典
英
会
長
）
は
、

災
害
直
後
の
８
月
20
日
未
明
か
ら
約
２
カ
月
間
、
会
員

企
業
33
社
延
べ
約
1
万
８
１
０
０
人
が
復
旧
支
援
活
動

に
活
躍
し
た
。
救
援
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
重

機
類
を
駆
使
し
て
、
真
っ
先
に
土
砂
や
が
れ
き
を
片
付

け
た
。

　出
動
さ
せ
た
重
機
類
は
、
整
地
作
業
に
威
力
を
発
揮

す
る
グ
レ
ー
ダ
ー
な
ど
建
設
機
械
約
３
８
０
０
台
、
ダ

ン
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
約
７
０
０
０
台
、
照
明
な
ど
特
殊
車

両
約
２
０
０
台
。
同
市
安
佐
南
区
か
ら
安
佐
北
区
に
か

け
約
１
６
６
カ
所
で
立
て
続
け
に
発
生
し
た
土
石
流
に

よ
る
全
壊
１
３
３
軒
、
半
壊
１
２
２
軒
、
一
部
損
壊
１

７
５
軒
の
家
屋
の
ほ
か
、
道
路
や
河
川
を
埋
没
さ
せ
た

大
量
の
土
砂
や
が
れ
き
の
撤
去
、土
留
め
や
仮
排
水
路
、

被
災
地
域
へ
の
進
入
路
整
備
な
ど
に
奮
闘
し
た
。

　同
協
会
の
桑
原
孝
直
事
務
局
次
長
は
「
国
土
交
通
省

や
自
治
体
と
災
害
時
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
日

ご
ろ
あ
ま
り
口
に
出
さ
な
く
て
も
、
自
分
た
ち
の
町
の

安
全
確
保
は
自
分
た
ち
が
ま
ず
背
負
わ
な
く
て
は
、
と

い
う
使
命
感
が
根
底
に
あ
る
の
で
す
」
と
話
す
。

　一
方
で
、
こ
の
地
域
で
史
上
最
多
の
異
常
豪
雨
が
引

き
金
と
は
い
え
、
気
象
庁
の
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
比

べ
て
広
島
市
の
避
難
勧
告
が
遅
れ
た
こ
と
、
被
災
地
の

多
く
が
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災
害
危
険
箇

所
だ
っ
た
事
実
の
公
表
や
、
規
制
を
伴
う
「
土
砂
災
害

警
戒
区
域
」「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
指
定
作
業

の
遅
れ
が
被
害
を
増
幅
し
た
の
で
は
、
と
問
題
に
な
っ

て
い
る
点
に
つ
い
て
は
複
雑
な
思
い
が
あ
る
。

　「長
く
続
い
た
公
共
事
業
抑
制
で
、
地
域
建
設
業
の

一般社団法人 広島県建設工業協会 広島土砂災害で約 1万 8100 人が復旧支援活動

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表
現
し
た
。

伝統守る江戸〜明治の街並み
愛宕街道
(京都鳥居本 )

■第３回「関東優秀活動賞」に４ルート
　　国土交通省関東地方整備局と管内各都県や商工団体で組織する風
景街道関東地方協議会は、創意工夫をこらし地域の魅力発展に優れた
活動を行っている団体を顕彰する第３回「関東優秀活動賞」に次の４
ルートを選定した。
　◇優秀賞（地域活性化への寄与部門）『江戸・東京・みらい街道』（東
京都）＝全国の道路起点がある日本橋の特性を生かそうと、若い世代
も巻き込んで植栽、ごみポイ捨て防止活動を展開する際、富山県内な
ど７ルートの団体にも呼びかけ、順次合同で推進している。
　◇優秀賞（美しい国土景観の形成部門）『浅間ロングトレイル』（群
馬県・長野県）＝北国街道沿いのツツジ園やトレイルルートなどの案
内看板とマップ作りにあたり、関係各市町村に働きかけて景観に配慮
し、統一デザインで現在地がすぐ分かるよう工夫した。
　◇優秀賞（観光振興への寄与部門）『東海道風景街道』（神奈川県）
＝江戸時代から昭和 20 年まで宿場町保土ヶ谷で続いていた朝市「ご
うどいち」を現代風に復活。手づくりチラシなどで地区外からの広域
集客も成功させて大盛況とし、毎月開催の定期市に育てた。
　◇審査員特別賞『千変万化の筑波山「まち」「さと」周遊ルート』（茨
城県）＝旧筑波鉄道の廃線後に整備されたサイクリングロード「つく
ばりんりんロード」を、地域住民ぐるみの植樹で 100 本の桜並木に
したうえ、重機も使い樹木管理や清掃まで手がけている。

広島安佐南区緑井地区
での土砂、がれき撤去

　建
築
家
や
郷
土
史
家
を
招
い
て

の
講
演
会
、
街
道
の
地
域
資
源
探

し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
案
内
資
料

や
案
内
道
標
づ
く
り
、
景
観
の
障

害
に
な
る
街
道
脇
自
販
機
の
デ
ザ

イ
ン
改
良
提
言
な
ど
、
活
動
は
幅

広
い
。

　重
要
な
の
は
８
０
０
０
基
も
の

石
仏
・
石
塔
で
有
名
な
化
野
念
仏

寺
（
あ
だ
し
の
ね
ん
ぶ
つ
じ
）
で

毎
年
８
月
に
行
わ
れ
る
千
灯
供
養

に
合
わ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
む
「
愛
宕
古
道
街
道
灯
し
」。

近
隣
の
小
中
高
校
生
や
京
都
嵯
峨

芸
術
大
生
ら
が
大
小
８
０
０
基
の

手
づ
く
り
行
灯
で
街
道
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
、
幻
想
的
情
景
を
現
出

す
る
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
の
浦
尾
た
か
子
さ

ん
は
「
愛
宕
街
道
の
価
値
や
魅
力

を
肌
で
感
じ
、誇
り
に
思
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
と
魅
力
を
発
信
す

る
拠
点
と
し
て
、
道
の
駅
開
設
を

と
い
う
声
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
」

と
た
お
や
か
に
語
っ
た
。

５

伝
統
行
事
は
子
ど
も
達
に
受
け
継
が
れ
る

愛
宕
神
社
一
の
鳥
居
付
近
の
愛
宕
街
道

京都市嵯峨鳥居本町並み保
存館で打ち合わせする、左
から浦尾たか子さん、松山
和子さん、今井昌代さん

多
く
が
疲
弊
し
、

災
害
対
応
力
も
十

分
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
は
残

念
で
す
。
災
害
常

襲
国
と
し
て
真
剣

な
対
応
を
切
望
し

て
い
ま
す
」
と
桑

原
次
長
は
語
っ
て

い
る
。

廼
要
慎
」（
ひ
の
よ
う
じ
ん
）
の

火
伏
札
を
家
に
掲
げ
る
の
は
地
域

の
務
め
だ
。

　昭
和
初
期
に
愛
宕
電
気
鉄
道
が

嵐
山
か
ら
山
ろ
く
の
清
滝
ま
で
開

通
。
愛
宕
山
頂
へ
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

も
で
き
た
が
、
終
戦
前
年
に
両
線

と
も
廃
線
撤
去
さ
れ
、
街
道
は
次

第
に
さ
び
れ
た
。
開
発
と
無
縁
だ

っ
た
た
め
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治

期
に
建
て
ら
れ
た
街
並
み
が
面
影

を
残
す
。

　茅
葺
屋
根
の
農
家
や
民
家
、
瓦

葺
屋
根
で
紅
殻
格
子
（
べ
ん
が
ら

ご
う
し
）
の
町
家
、
２
階
に
虫
籠

窓
（
む
し
こ
ま
ど
）
や
ば
っ
た
り

床
几
（
し
ょ
う
ぎ
）
と
呼
ば
れ
る

独
特
な
構
え
を
設
け
た
町
家
、
茶

店
、
旅
館
な
ど
が
美
し
い
自
然
と

溶
け
合
う
。

　１
９
７
９
年
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
、
京

都
市
は
93
年
、
地
区
内
に
明
治
期

の
京
町
家
を
復
元
し
た
「
京
都
市

嵯
峨
鳥
居
本
町
並
み
保
存
館
」
を

開
設
。
そ
の
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
保
存
館

の
指
定
管
理
者
に
な
り
、
風
景
街

道
の
活
動
は
「
嵯
峨
野
保
勝
会
」

が
引
き
継
い
で
、
閑
静
な
町
並
み

や
地
元
に
伝
わ
る
風
俗
な
ど
の
価

値
、
魅
力
、
地
域
の
伝
統
を
守
る
。

八ッ場ふるさと館
篠原茂駅長

　八ッ場ダム建設に伴う地域の生活再建

群馬県長野原町林1567-4
国道145号八ッ場バイパス　TEL.0279-83-8088

と地域振興をめざし開設されました。雄大な山々
に囲まれた絶好のロケーションのもと、多くの
方々にゆっくりくつろいで頂ける場所です。地域
の食材いっぱいの「八ッ場ダムカレー」、焼印入
り焼立ての「八ッ場みそパン」などが大好評です。

小谷
幾田美彦駅長

　信州と日本海を結び海の幸と山の幸が

長野県小谷村北小谷 1861
国道 148 号　TEL.0261-71-6000

行き交った旧「千国街道塩の道」の長野県境にあり、
わが国有数の高層湿原「栂池自然園」や白馬乗鞍
スキー場などの観光情報と付設天然温泉でのリフ
レッシュを提供しています。地元食材にこだわっ
た炊き立て「かまど飯定食」は絶品です。

まくらがの里こが
滝誠吾駅長

　新鮮・美味しい・楽しい・茨城県最

茨城県古河市大和田 2623 番地
国道４号バイパス　TEL.0280-23-2661

大級の道の駅として 2013 年 7 月オープンしまし
た。地元さしま茶を使用した「さしま茶うどん」、
茨城県ポークをたっぷりのせた「奥久慈ポークの
豚丼」、地元野菜の「玄米サンド」など古河の魅
力がいっぱいで、お腹も心も大満足ですよ。
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わが国、国土への働きかけの歴史⑦

列島保全への課題
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

４
基
の
碑

　
　宮
城
県
南
三
陸
町

　
　志
津
川
字
汐
見
町

　１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
９

月
１
日
、
神
奈
川
県
を
中
心
に
関

東
か
ら
静
岡
県
東
部
に
至
る
広
い

範
囲
を
大
震
災
が
襲
っ
た
。
死
者

・
行
方
不
明
者
10
万
５
０
０
０
人
、

住
宅
の
全
潰
11
万
戸
、
焼
失
21
万

２
０
０
０
戸
に
も
の
ぼ
る
、
わ
が

国
災
害
史
上
最
大
の
犠
牲
者
を
出

し
た
関
東
大
震
災
で
あ
る
。
こ
の

凄
ま
じ
い
災
害
か
ら
の
復
興
が
、

今
日
の
東
京
と
い
う
街
の
基
礎
的

な
骨
格
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ

　宮
城
県
南
三
陸
町
志
津
川
地

区
の
松
原
公
園
に
４
基
の
記
念

碑
が
立
つ
。
３
基
は
昭
和
35
年

数
回
に
わ
た
っ
て
襲
来
し
、
大

被
害
を
も
た
ら
し
た
チ
リ
地
震

津
波
の
碑
。「
異
常
な
引
潮
津

浪
の
用
心
」
と
刻
ま
れ
た
津
浪

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
に
よ
っ

て
、
１
９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）、

浅
草
―
上
野
間
（
現
・
銀
座
線
の

一
部
）
が
開
通
し
た
の
が
最
初
で

あ
っ
た
。そ
の
後
の
曲
折
を
経
て
、

現
在
、
東
京
メ
ト
ロ
が
管
理
す
る

地
下
鉄
延
長
は
１
９
５
㌔
㍍
、
一

日
当
た
り
約
６
３
０
万
人
が
利
用

す
る
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　東
京
の
地
下
鉄
は
大
き
な
イ
ン

フ
レ
を
経
験
す
る
以
前
か
ら
の
路

線
が
多
く
、
現
在
か
ら
み
れ
ば
き

わ
め
て
安
価
で
建
設
さ
れ
て
い

る
。
利
用
者
が
多
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
国
内
の
他
都
市
の
地
下
鉄
よ

り
も
か
な
り
安
い
料
金
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　表
１
は
、大
都
市（
札
幌
、東
京
、

名
古
屋
、
京
都
）
地
下
鉄
の
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
を
比
べ
た
も
の
で
あ

る
。
札
幌
市
営
地
下
鉄
（
昭
和
46

年
開
業
）、
名
古
屋
市
営
地
下
鉄

（
昭
和
32
年
開
業
）、
京
都
市
営
地

下
鉄
（
昭
和
56
年
開
業
）
は
、
建

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著

６

書

る
橋
梁
も
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、

小
学
校
校
舎
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
化
が
行
わ
れ
、
墨
田
公
園
・
錦

糸
公
園
・
浜
町
公
園
、
横
浜
の
山

下
公
園
な
ど
の
公
園
事
業
な
ど
も

実
施
さ
れ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
復
興
事

業
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
私
た
ち
の

貴
重
な
社
会
資
本
と
し
て
現
在
に

引
き
継
が
れ
て
、
今
日
の
生
産
や

生
活
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市
で

は
、
他
の
先
進
国
の
大
都
市
と
同

様
、
地
下
鉄
の
利
用
な
く
し
て
は

生
活
が
で
き
な
い
と
言
っ
て
も
い

い
状
況
に
あ
る
。
地
上
交
通
の
み

で
は
大
都
市
に
お
け
る
活
発
な
交

通
活
動
は
支
え
き
れ
な
く
な
っ
て

い
る
の
だ
。

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
⑤

災
害
記
念
碑
は
、
東
日
本
大
震

災
の
津
波
で
台
座
か
ら
外
れ
て

転
倒
し
た
。

　他
の
２
基
は
チ
リ
地
震
津
波

の
災
害
30
周
年
に
、
チ
リ
共
和

国
と
の
友
好
の
碑
と
し
て
建

立
。「
志
津
川
町
の
皆
様
へ
」

の
碑
は
志
津
川
町
で
の
津
波
の

波
高
５
・
５
㍍
か
ら
、
チ
リ
の

国
鳥
コ
ン
ド
ル
が
は
る
か
祖
国

を
の
ぞ
む
。

　ア
ン
デ
ス
の
花
崗
岩
の
台
座

に
、
チ
リ
か
ら
志
津
川
町
民
へ

友
好
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
刻
む
。

「
30
年
前
、
チ
リ
国
南
部
海
岸

地
帯
を
襲
い
、
貴
町
に
も
津
波

の
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

悲
し
む
べ
き
災
害
を
記
念
さ
れ

る
こ
と
に
、
チ
リ
国
民
は
深
い

共
感
を
覚
え
ま
す
。記
念
碑
は
、

両
国
民
の
友
好
と
相
互
理
解
を

よ
り
深
め
、
将
来
に
わ
た
り
両

国
間
の
絆
を
一
層
強
め
て
い
く

証
と
な
る
で
し
ょ
う
」。

残
る「
大
震
嘯
災
記
念
」は
、「
地

震
が
あ
っ
た
ら
津
浪
の
用
心
」

と
刻
ま
れ
た
昭
和
８
年
の
昭
和

三
陸
地
震
津
波
の
碑
。
地
震
が

な
く
て
も
津
波
に
襲
わ
れ
た
チ

リ
地
震
の
被
災
が
悲
し
い
。

志津川町
の皆様へ

津浪災害記念碑津浪災害記念碑大震嘯災
記念

設
年
次
が
新
し
い
路
線
が
多
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
東
京
メ
ト
ロ
に
比

べ
、
か
な
り
割
高
な
料
金
設
定
と

な
っ
て
い
る
。

　経
済
的
に
極
め
て
厳
し
い
時
期

に
暮
ら
し
た
戦
前
や
、
戦
後
の
昭

和
20
年
代
の
人
々
が
地
下
鉄
建
設

に
費
用
を
回
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
東
京
で
は
充
実
し
た
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
安
い
料
金
で
利
用

で
き
る
こ
と
を
、
今
に
生
き
る
私

た
ち
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

表１　大都市地下鉄のサービス ( 過去の公共事業の恩恵 )

札幌市営 地下鉄 東京メトロ 名古屋市営 地下鉄 京都市営 地下鉄

初乗り料金 200 円 165 円 200 円 210 円

総延長 48.0 ㎞ 195.1 ㎞ 93.3 ㎞ 31.2 ㎞

200 円以
内で行け
る範囲

15 駅／ 45 駅 
起点「札幌駅」を除く
全駅数の 33％

118 駅／ 142 駅 
起点「東京駅」を除く
全駅数の 83％

11 駅／ 86 駅 
起点「名古屋駅」を除く
全駅数の 13％

0駅／ 30 駅 
起点「京都駅」を除く
全駅数の０％

最初の供用
1971 年 ( 昭和 46 年 ) 
地下鉄南北線開業
 ( 真駒内～北 24 条間 )

1927 年 ( 昭和 2年 ) 
初の地下鉄営業開
始 ［現在の銀座線］
 （浅草～上野間）

1957 年 ( 昭和 32 年 ) 
地下鉄東山線開業
 （名古屋～栄町間）

1981 年 ( 昭和 56 年 ) 
地下鉄烏丸線開業
 （北大路～京都間）

出典：札幌市交通局HP、東京地下鉄（東京メトロ）HP、名古屋市交通局HP、京都市交通局HP

東
京
メ
ト
ロ
で
東
京
駅
か
ら
２
０
０
円
で
行
け
る

範
囲
（
上
の
赤
枠
内
）
と
名
古
屋
市
営
地
下
鉄
で

名
古
屋
駅
か
ら
２
０
０
円
で
行
け
る
範
囲
（
下
の

赤
枠
内
）

どまんなか たぬま
篠原敏秀代表取締役社長

　ユニークな駅名は、佐野市の田沼地

栃木県佐野市吉水町 366-2
県道 16 号佐野田沼線　TEL.0283-61-0077

区に日本列島の中心地があるからです。自慢の本
格中華料理の店「花と華」をはじめ、和洋食レス
トラン、手作りパ ンなどおいしいお店の他、無
料で楽しめる「足湯」もございます。是非、日本
の「どまんなか」で楽しい時間をお過ごし下さい。

富楽里とみやま
黒川正吾支配人

　富津・館山自動車から利用できるハイ

千葉県南房総市二部 1900
県道外野勝山線　TEL.0470-57-2601

ウェイオアシスでもあり、岩井漁協直営の大漁市場・
海鮮和食堂、新鮮な野菜・切り花が豊富な直売所で
は、さんが焼きやつみれ汁、酪農家手作りモッツァ
レラチーズが人気です。温暖な南房総では間もなく
コスモスや水仙が咲き始めます。

あぐりーむ昭和
倉澤新平駅長

　豊富な品揃えの農産物直売所。野菜

群馬県利根郡昭和村森下 2406-2
県道利根沼田望郷ライン　TEL.0278-25-4831

をふんだんに使った農家レストランの「あぐりー
むラーメン」、食堂の千切り大根と手打ち麺で仕
上げた「大根そば」は逸品です。寝転んで浸かれ
る足湯のほか、野菜収穫体験や道の駅発着のあぜ
道ガイド「アルッキング」も楽しみの一つです。

た
。　後

藤
新
平
に
よ
る
大
復
興
計
画

は
、
欧
米
の
最
新
の
都
市
計
画
を

適
用
し
、
そ
の
た
め
の
土
地
収
用

を
強
力
に
行
い
、
復
興
費
に
30
億

円
を
か
け
る
と
い
う
大
胆
な
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
家
予
算

が
15
億
円
の
時
代
に
こ
れ
だ
け
の

事
業
が
行
え
る
は
ず
も
な
く
、
５

億
７
５
０
０
万
円
に
縮
小
さ
れ
た

帝
都
復
興
審
議
会
の
復
興
計
画

も
、
国
会
で
は
地
方
議
員
の
反
対

も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
２
割
が
カ
ッ

ト
さ
れ
て
成
立
し
た
。

　そ
れ
で
も
、
道
路
で
は
内
堀
通

り
・
八
重
洲
通
り
・
靖
国
通
り
・

昭
和
通
り
な
ど
が
整
備
さ
れ
た

し
、
隅
田
川
の
清
洲
橋
・
両
国
橋

・
蔵
前
橋
な
ど
の
１
０
０
を
超
え

東
京
の
交
通
支
え
る
地
下
鉄
網

　東
京
で
は

早
川
徳
次
の
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　中
学
校
社
会
科
の
地
理
的
分
野

の
学
習
指
導
要
領
は
「
世
界
的
視

野
か
ら
日
本
と
世
界
と
の
交
通
・

通
信
網
の
発
達
の
様
子
や
物
流
を

理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
内
の

交
通
・
通
信
網
の
整
備
状
況
を
取

り
上
げ
、
日
本
と
世
界
の
結
び
付

き
や
国
内
各
地
の
結
び
付
き
の
特

色
を
大
観
さ
せ
る
」
な
ど
と
し
て

お
り
、
全
中
学
生
は
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
産
業
・
生
活
へ
の
影

響
に
関
す
る
知
識
を
教
科
書
か
ら

習
得
で
き
ま
す
。

時
間
距
離
の

短
縮
と
交
通
網

　中
国
・
四
国
地
方
の
地
誌
で
は
、

中
学
校
社
会
科
の
地
理
的
分
野
の

教
科
書
全
て
が
「
本
州
四
国
連
絡

橋
を
始
め
と
す
る
高
速
交
通
体
系

の
整
備
と
そ
の
影
響
」
を
大
き
な

　日
本
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
道
路
網
、
鉄
道
網
、
航
路
・
航
空
路

網
は
、
わ
が
国
の
経
済
と
国
民
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
で
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
各
地
域
の
産
業
・
経

済
・
生
活
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
中
学
校
の
社
会
科

教
科
書
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
と
地
域
間
の
結
び
つ
き
に

つ
い
て
、
多
く
の
気
付
き
と
学
び
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

本
州
四
国
連
絡
橋
の

整
備
と
そ
の
影
響

　帝
国
書
院
は
、
中
国
・
四
国
地

方
の
交
通
網
の
発
達
の
歴
史
（
海

上
交
通
か
ら
陸
上
交
通
へ
）
／
本

州
四
国
連
絡
橋
の
開
通
と
生
活
環

境
の
変
化
（
移
動
時
間
の
短
縮
、

通
勤
・
通
学
者
数
の
増
加
、
救
急

医
療
圏
の
拡
大
、
地
元
商
店
街
の

売
上
減
少
、
フ
ェ
リ
ー
利
用
者
の

減
少
）
／
高
速
道
路
網
の
整
備
と

工
場
立
地
・
就
労
機
会
の
創
出（
過

疎
対
策
）
／
高
速
道
路
網
の
整
備

と
栽
培
野
菜
の
多
様
化
／
高
速
道

路
網
の
整
備
と
観
光
客
の
増
加
…

…
な
ど
に
６
頁
を
割
き
、
図
表
も

多
用
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

中
部
地
方
の
産
業
発
展

と
高
速
交
通
網

　中
部
地
方
の
地
誌
で
は
、
ど
の

教
科
書
も
「
産
業
の
発
展
と
高
速

交
通
網
の
整
備
」
を
主
要
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　日
本
文
教
出
版
は
、「
農
業
に

つ
い
て
み
る
と
、
高
速
道
路
の
開

通
に
よ
っ
て
、
東
海
や
中
央
高
地

で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
は
、
大
消
費

地
で
あ
る
三
大
都
市
圏
に
出
荷
し

や
す
く
な
り
、
競
争
力
が
高
ま
り

ま
し
た
。
工
業
に
つ
い
て
も
、
三

大
都
市
圏
へ
の
出
荷
や
、
ほ
か
の

工
場
へ
の
部
品
の
出
荷
に
便
利
な

東
海
を
中
心
に
、
新
し
い
工
場
の

建
設
が
進
み
ま
し
た
。
中
京
工
業

地
帯
や
東
海
工
業
地
域
の
発
展

は
、
自
動
車
工
業
の
成
長
に
加
え

て
、
高
速
道
路
の
整
備
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
中
央

高
地
の
観
光
業
も
、
交
通
網
の
整

備
に
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
新

幹
線
や
高
速
道
路
を
使
う
こ
と

で
、
観
光
地
ま
で
の
所
要
時
間
が

短
く
な
り
、便
利
に
な
り
ま
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
場
所
に
よ
っ
て
は
日

帰
り
観
光
客
が
増
え
、
宿
泊
客
が

の
び
な
や
む
な
ど
の
課
題
も
発
生

し
て
い
ま
す
」と
説
い
て
い
ま
す
。

北
関
東
自
動
車
道
へ
の

期
待　関

東
地
方
の
地
誌
で
東
京
書
籍

は
「
埼
玉
県
や
群
馬
、
栃
木
、
茨

城
の
北
関
東
３
県
に
は
、
各
地
に

工
業
団
地
が
見
ら
れ
、
こ
こ
で
生

産
さ
れ
た
製
品
の
多
く
は
、
国
道

な
ど
を
利
用
し
て
東
京
大
都
市
圏

や
東
京
湾
岸
の
貿
易
港
に
輸
送
さ

れ
ま
す
。
２
０
１
１
年
に
北
関
東

自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ
と
か

ら
、建
設
が
進
む
常
陸
那
珂
港（
茨

城
港
の
常
陸
那
珂
港
区
）
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
関
東
か
ら

貿
易
港
へ
の
輸
送
が
お
お
は
ば
に

改
善
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
北

関
東
と
外
国
と
の
結
び
つ
き
が
強

ま
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」と
、

開
通
の
影
響
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。

道
の
駅
と
地
域
連
携

　関
東
の
道
の
駅
１
４
９
駅
を
対

象
に
行
わ
れ
た
「
関
東
道
の
駅
ア

ワ
ー
ド
２
０
１
４
」
で
、
群
馬
県

川
場
村
の
「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」

が
、
来
訪
者
の
調
査
な
ど
を
元
に

選
定
委
員
が
30
駅
を
選
ん
だ
『
プ

レ
ミ
ア
ム
30
』、
一
般
か
ら
の
Ｗ

ｅ
ｂ
投
票
で
決
定
す
る
ユ
ー
ザ
ー

賞
『
み
ん
な
の
Ｎ
ｏ
・
１
』
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　商
品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
改
善
へ

の
関
係
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進
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　「朝東京駅発 ､好晴 ､ 八時発 ｡ 梅花的れ
き。岐阜辺より雨になる ｡展望車に外国人
男二人、女五人許（ばかり）」（大正 4年 3
月 19日『漱石日記』）。
　東京発下関行き特別急行列車で京都に向
かった夏目漱石 49歳の春、人生最後の京
都旅行の序文です。
　東京駅は 3カ月前の大正 3年 12月に開
業したばかりの絢爛豪華な駅舎。新橋から
伸びた赤煉瓦の高架軌道と併せ、明治の巨
大プロジェクトの威信をかけた事業の外観
は偉容を誇っていたでしょう。
　しかし、真新しいプラットフォームに立

った明治の文豪の筆により描写が冴えるか
と思いきや、漱石の作品や記録には綺羅び
やかなる記述はありません。唯一、漱石の
作品では「停車場」と記していた鉄道施設
が、『漱石日記』で初めて「駅」と書き留
めた程度です。
　日記の文章では小さな変化ながら、社会
的には以後、鉄道施設は「停車場」から「駅」
へと言葉も定着し、「駅」がその地域のシ
ンボリックなランドマークへと変貌をとげ
ていくことになります。
　東京駅は本年 12月で開業百周年。対す
る「道の駅」はまだ 20年ほどながら、日
本人に新たな「駅」として認知されまし
た。その道の駅も、百年後の新たな地域の
シンボルとなることへ向けて始動していま
す。徐々に始まった道の駅「第2ステージ」
に期待しましょう。

シリーズ「国土教育」 交通インフラと地域の結びつきを学ぶ

地域間の結びつき強め産業・経済・生活に変化

ま
す
。
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淡路島

小豆島

大阪
神戸

和歌山

岡山

広島

西瀬戸
自動車道

瀬戸中央
自動車道

阪
神
淡
路
鳴
門

自
動
車
道

高知

高松

徳島松山

川場田園プラザ

湧水の郷しおや
伴瀬竹一支配人

　西に日光連山、南に鬼怒川の清流、

栃木県塩谷町船生 3733-1
国道 461 号　TEL.0287-41-6101

北に高原山を望み、中腹より湧き出す「尚仁沢湧
水」は名水百選と利き水日本一に選ばれています。
自然に恵まれた環境に加え地元産農産物直売所や
湧水そば、オリジナルグルメ等が好評で、憩いの
施設としてご利用いただいております。

水の郷さわら
山岸礼治郎ゼネラルマネージャー

　水郷筑波国定公園の利根川入江にあ

千葉県香取市佐原イ 3981-2
国道 356 号　TEL.0478-50-1183

り、カヌーやバードウォッチングも楽しめます。
水郷のお米や野菜、果物を豊富に取り揃えており
ます。毎年11月～翌年GW頃まで、香取市産の
さつま芋で作る焼き芋が大好評をいただいており
ます。小江戸と呼ばれる古い街並みも近くです。

あわくらんど
小林達樹支配人

　山陰と山陽の中間点、鳥取自動車道

岡山県西粟倉村影石 418
国道 373 号　TEL.0868-79-2331

西粟倉 IC近くの自然豊かなところです。両地域
の銘菓、地元の特産品や加工品のお土産、新鮮な
野菜・フルーツを販売中。あわくら米粉、岡山桃
太郎トマト、鳥取あご（飛び魚）とカツの出合い
による「あわくらDe愛バーガー」が人気です。
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　私たち、全国の「道の駅」関係者は、本日「関東
の那須」に相集い、全国「道の駅」連絡会総会及び
全国「道の駅」シンポジウムｉｎ那須を開催しまし
た。

　全国「道の駅」連絡会は、平成２４年１２月１７
日に、「道の駅」の質の確保や向上を図り、各地域
の振興や利用者サービスの更なる向上を目的に設立
されました。

　元々、ドライバーが立ち寄るトイレ・休憩施設と
して生まれた道の駅は、その数は１，０００を超え
る中、道の駅自体が目的地となり、まちの特産物や
観光資源を活かしてひとを呼び、地域にしごとを生
み出す拠点へと進化を始めており、地方創生の拠点
として道の駅が期待されているところです。

　全国「道の駅」連絡会は発足から３年、新たなス
テージに向けて組織体制の強化を図り、事業計画の
充実と活性化、「道の駅」相互はもとより関係機関
などとの相互連携に向けた活動を進めていくことと
なりました。

　私たち、全国の「道の駅」関係者は、益々多様化し、
かつ、重要となっていく「道の駅」の機能を充実させ、
地域の特色を活かしながら、「道の駅」の第２ステー
ジの本格実施に向けて、全国の「道の駅」が連携を
とりながら、地域の活性化、地方創生の拠点へ、更
に「道の駅」を進化させていくことを、ここに宣言
します。

　平成 26年 10月 28日
 全国「道の駅」連絡会

道の駅　第２ステージへ
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栃木県那須町長

下野新聞社　論説委員長

茂木町長

阿武町長

郡上市の道の駅「古今伝授の里やまと」総支配人
内閣府の地域活性化伝道師

㈱ＪＴＢパブリッシング執行役員

法政大学地域研究センター副所長

　町の特産品、柚子を中心に道の駅に加工所を作り、生産か
ら加工、販売まですべて完結する６次産業化に力を入れてい
る。駅で働く誇りを持てるよう、福利厚生の充実など町が企
業家にならなくては。職員を駅に配属し良い研修になってい
ると力説。

　道の駅に対する熱い思いを持ち、地域の特性をきちんと捉えて、そこでしか
手に入らない商品など、オリジナルなものをしっかり開発し、駅が目的地にな
るようにしていくことが重要。互いに切磋琢磨して成長することが、地域の元
気、日本の元気に繋がる。

　道の駅制度発足前から実証実験をし、発祥の駅となった施
設が老朽化。運営会社を設立し、全国公募で支配人を採用す
るなど、町が再生ビジョンを策定。将来構想のもとで全面改
築し、ソフト、ハード面とも改善、今年リニューアルオープ
ンした行政主導を強調。

　誰が経営するのか、管理できる人はいるのか、道の駅の設
置目的や、何を伝えたいかなど明確化することが大切。道の
駅はこの程度というイメージを払しょくし、新たな価値観、
機能（ブランド）を創出すべきだ。道の駅の採択基準の見直
しも考える時期と指摘。

　観光や利用者の観点から改革すべきだ。旅のスタイルが変
化している。「道の駅」が旅の目的地になるような工夫が大切。
地域ならではの産品やメニュー、オリジナル商品に磨きをか
け、特徴付けが必要。「道の駅」を拠点とする着地型プログ
ラムの充実や国際化への対応を求めた。

　道の駅には都市型、農業地域型、中山間地型があると思う
が、時代に合わせた変革が必要。少子化、高齢化など人口減
少の中で、担い手不足が深刻だ。道の駅は「生活の駅」とし
て地域の「小さな拠点」になり、地域活性化の核として地方
創生の役割を担ってほしいと強調。 高久　勝氏

野村　明敏氏

運営では町も企業家に
全国「道の駅」シンポジウム in 那須

那須宣言

■コーディネーターのまとめ

行政主導の再生ビジョン

何を伝えたいか明確に

着地型プログラム充実へ

「生活の駅」で地域活性化

古口　達也氏

中村　秀明氏

水野正文氏

楓　千里氏

岡本　義行氏

パネル
ディスカッション

コーディネーター

パ
ネ
リ
ス
ト
と
発
言
要
旨

【テーマ】
①これまでの「道の駅」の取り組みと効果
②道の駅「第２ステージ」へ向けての課題
③道の駅「第２ステージ」へ向けての抱負や提案

那須宣言読み上げ

いんない
井福義隆駅長

　日本一を誇る「石橋の町」にあり、

大分県宇佐市院内町副 1381-2
国道 387 号　TEL.0978-42-5539

駅内に石橋情報ステーションも。水槽飼育中の特
別天然記念物「オオサンショウウオ」もご覧くだ
さい。柚子の町らしい柚子加工品を数多く品揃え、
シシ、ドジョウ、シカなど郷土料理特別メニュー
も好評です。11月29、30日は高校生駅弁大会。

ひがしかわ「道草館」
本多大樹駅長

　大雪山国立公園の玄関口に位置し、天

北海道東川町東町 1-1-15
道道旭川旭岳温泉線　TEL.0166-68-4777

人峡・旭岳温泉、旭山動物園、旭川空港、富良野・
美瑛のほぼ中央です。大雪山伏流水の恵みを受け
た地元産の美味しいお米、水、野菜、パン、クラフト、
ソフトクリームなど中心商品が好評で、午前中に
品切れになることがしばしばです。

奥伊勢木つつ木館
西幸則館長

　今年ご遷宮の伊勢神宮別宮「瀧原宮」

三重県大紀町滝原 870-37
国道 42 号　TEL.0598-86-3229

に隣接。周辺は自然に恵まれ山、川、海の幸が揃
う素晴らしい環境です。松阪牛、鹿肉、猪肉など
の食事と加工品、大内山乳製品がおすすめ。地元
工房の作る素朴であたたかみのある箸やテーブル
など木工品のオーダーも取り扱っています。
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平成 26 年 10 月 28 日（火）、第３回全国「道の駅」連
絡会総会に引き続き、栃木県那須町の那須町文化セン
ター大ホールにて、全国の「道の駅」設置者の自治体代
表や道の駅関係者、那須町民ら約 1000 人が参加して「第
３回全国『道の駅』シンポジウム in 那須」が開催され
ました。

主催者あいさつ

来賓あいさつ来賓あいさつ

主催者あいさつ シンポジウムなど
　節目の「道の駅」第２
ステージをどう構築して
いくか考え、行動に移し
ていくことが大切だ。好
事例を参考に意見、提言
をしっかり受け止め、課
題を共有し、足らざるを
補い、ネットワークを強
化して光り輝く駅に進化
していこう。

全国「道の駅」連絡会
会長・岩手県遠野市長

国土交通省関東地方
整備局長

関東「道の駅」連絡会
会長・群馬県藤岡市長

栃木県那須町長　道の駅「那須高原友愛の森」「東山道伊王野」設置者

和歌山県古座川町長　道の駅「瀧之拝太郎」「一枚岩」「虫喰岩」設置者

山形県遊佐町長　道の駅「鳥海」設置者

栃木県知事

　通過利用サービスが主
だった道の駅も、今は目
的地になっており、人を
呼び仕事を生み出してい
る。先駆的モデル箇所を
選定し、関係府省庁が総
合的に支援する方針なの
で、関係者、利用者に役
立つ意義ある駅になるよ
う期待している。

　栃木県の道の駅は 22
カ所ありどこも大盛況。
那須連山や温泉など自然
に恵まれ、道の駅自体が
目的地になっている。６
次産業化のオリジナル品
で郷土の味も楽しめ、雇
用拡大にも貢献。福祉や
防災など地方創生の拠点
になってほしい。

　「道の駅」が地域の発
展に果たしてきた役割は
大きい。それぞれが何を
すべきか考え、連携した
り切磋琢磨していこう。
今後の事業計画も方向が
示され、地方創生のこの
チャンスをとらえて、地
域活性化のため道の駅を
活用しよう。

　「東山道」は奈良時代ごろの官道で、源義経が鎌倉にはせ参じた道とも伝え
られ、友愛の森は、文化芸術の拠点として出発しましたが、現在は観光拠点に
なっています。郵便局やＡＴＭなど地域の人にも便利なコンビニエンス機能を
備え、交番もできないか検討中です。友愛の森を再整備し「那須高原の総合ター
ミナル～ここから始まる那須～」をキーワードにさらに発展を目指しています。

　「瀧之拝太郎」には役場出張所や診療所、集会所、避難所、ヘリポートも併設して、
地域住民の暮らしに役立つと喜ばれています。高池の「虫喰岩」は、巨石が風雨
の浸食で壁面に無数の穴が開いている珍しい岩です。古座川の「一枚岩」ともど
も天然記念物・ジオサイトに認定されていて、今後は天然記念物に隣接するジオ
パークの道の駅としてアピール、整備を進めて行きたいと考えています。

　東北「道の駅」連絡会の好事例発表会で、取り組みを評価いただき大賞を受賞
することができました。最大の理由は、活きの良い日本海の魚介類を目の前で焼
いて、そのまま食堂へ持っていって食べてもらうというアイデアでしょう。この
サービスはとても人気があります。高速道路計画がありますが、開通で通過地点
にならないよう、パーキングエリアタウン構想を実現したいと思っています。

本田　敏秋

越智　繁雄福田　富一

新井　利明

高久　　勝

武田　丈夫

時田　博機

デンパーク安城
小笠原美貴夫駅長

　「日本のデンマーク」といわれた農業の

愛知県安城市赤松町梶 5
国道 23 号知立バイパス　TEL.0566-92-7111

盛んな土地だけに、地元の新鮮な野菜や、特産のナ
シ・いちじくなど果実を販売しています。 隣接す
る公園「デンパーク」で四季折々の美しい花々をご
覧いただけるほか、世界コンテスト金賞受賞のソー
セージや園内醸造の地ビールも味わえます。

はしかみ
大江大樹駅長

　震災復興をめざして創設された三陸

青森県階上町道仏字耳ヶ吠 3-3
国道 45 号　TEL.0178-88-1800

復興国立公園の階上岳と入り組んだリアス式海岸
の恩恵を受け、磯の香あふれるウニやアワビなど
新鮮な海産物、野菜や山菜など農産物を豊富にと
りそろえています。階上早生そば、そば粉入りガ
レット、いちご煮缶詰もおススメ。

あおがき
谷川隆夫組合長

　高源寺の紅葉や渓流の女王アマゴの生

兵庫県丹波市青垣町西芦田 541
主要地方道青垣柏原線　TEL.0795-87-2300

息地、スカイスポーツで知られる静かな町です。
地元コシヒカリのおにぎり、野菜の天ぷら、手打
ちそば等が好評です。土産物はあざみ菜漬、まる
ちゃんこんにゃく、丹波栗、丹波黒枝豆、山芋等。
収穫祭など春夏秋のイベントがにぎわいます。

特長ある「道の駅」の取り組みの紹介
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上
が
る
だ
け
で

は
、
子
供
の
数
は
増
え
ま
せ
ん
。

｢

妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
女
性
の

数
」
×
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
＝

｢

生
ま
れ
て
く
る
子
供
数
」
な
の

で
す
か
ら
、
当
た
り
前
な
の
で
す

が
、
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
人
は

ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　総
人
口
が
減
少
し
て
い
る
と
い

う
の
に
、
い
ま
だ
に
首
都
圏
は
地

方
か
ら
人
を
集
め
続
け
て
い
ま

す
。｢

そ
れ
は
経
済
合
理
性
が
あ

っ
て
正
し
い
こ
と
だ
」
と
経
済
学

者
は
述
べ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

イ
ギ
リ
ス
も
ド
イ
ツ
も
、
最
大
都

市
圏
の
人
口
比
率
は
静
止
し
た
ま

ま
で
す
が
、
経
済
は
成
長
し
て
い

ま
す
。

　経
済
合
理
性
が
あ
る
と
言
っ
た

日
本
が
、
ま
っ
た
く
経
済
成
長
を

止
め
て
い
る
こ
と
を
な
ん
と
説
明

す
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
し
て
、
ロ

ン
ド
ン
も
ベ
ル
リ
ン
も
、
壊
滅
級

の
大
地
震
が
襲
う
こ
と
は
絶
対
に

な
い
け
れ
ど
も
、
東
京
で
は
近
い

将
来
、
直
下
型
や
ト
ラ
フ
型
の
大

地
震
が
起
こ
る
こ
と
が
確
実
な
の

で
す
。

　地
方
創
生
は
、
地
方
へ
の
人
口

移
動
に
成
否
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
方
の
特

性
（
自
然
や
伝
統
技
術
）
を
生
か

し
た｢

起
業
」
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。
そ
れ
は｢

閉
じ
込
ん

だ
ま
ま
他
所
と
同
じ
で
な
い
と
イ

ヤ
」
と
言
っ
て
い
た
時
代
か
ら
、

｢

ウ
チ
に
し
か
な
い
も
の
を
誇
り

と
し
て
い
る
か
ら
他
所
か
ら
や
っ

て
き
て
移
り
住
む
」
こ
と
を
指
向

す
る
時
代
が
来
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の
で
す
。

「
地
方
創
生
」
人
口
移
動
に
成
否
が

　「国
土
は
山
を
も
っ
て
骨
格
と

し
、
川
を
も
っ
て
筋
脈
と
す
る
。

国
土
経
営
の
第
１
は
山
川
を
治
め

る
に
あ
る
。
山
川
を
荒
廃
の
ま
ま

に
し
て
は
健
全
な
国
家
は
育
た
な

い
。
筋
脈
で
あ
る
天
竜
川
は
、
水

源
で
あ
る
信
遠
三
（
長
野
、
静

岡
、
愛
知
県
）
諸
国
の
山
脈
が
旧

態
依
然
と
し
て
禿
山
並
び
山
骨
が

露
出
。
こ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
は

自
ら
水
源
の
涵
養
を
は
か
り
、
治

水
の
根
本
を
固
め
る
と
と
も
に
国

そ
の
情
景
は
戦
後
間
も
な
い
時
期

の
教
科
書
に
も
載
っ
た
。

　「天
竜
川
堤
防
永
世
不
朽
の
方

法
を
た
て
る
た
め
」
明
治
11
年
、

「
治
河
協
力
社
」
に
５
万
６
０
０

０
円
（
今
の
約
27
億
円
）
の
全
財

産
を
献
納
。
一
家
は
天
竜
川
土
手

に
小
屋
を
建
て
て
暮
ら
し
た
。
治

水
専
門
家
を
養
成
す
る
治
河
協
力

社
付
属
水
利
学
校
も
開
設
し
た
。

　明
治
天
皇
は
同
年
11
月
、
治
河

協
力
社
に
行
幸
さ
れ
、
明
善
宅
で

夫
妻
は
拝
謁
の
栄
に
浴
し
た
。

浅
し
と
て

せ
け
ば
あ
ふ
る
る
川
水
の

心
や
民
の
心
な
る
ら
ん

　皇
后
の
下
賜
し
た
御
歌
だ
。

　治
河
協
力
社
は
明
治
18
年
解

散
、
内
務
省
土
木
局
の
直
轄
事
業

に
引
き
継
が
れ
た
。
同
社
に
は
解

散
時
、
資
金
17
万
円
が
あ
り
県
庁

に
上
納
を
申
し
出
た
が
、
県
は
適

用
す
べ
き
法
律
が
な
い
と
許
可
せ

ず
、
そ
れ
ま
で
の
政
府
補
助
金
累

計
に
年
５
分
の
利
息
を
付
け
た
10

万
円
を
返
納
、
７
万
円
を
明
善
が

受
け
取
っ
た
。

　「一
た
び
公
益
に
供
し
た
資
金

は
再
び
こ
れ
を
家
産
に
投
ず
べ
き

で
な
い
」。
こ
の
金
を
何
に
使
う

べ
き
か
、
明
善
は
考
え
た
。

　「川
の
水
は
山
奥
か
ら
流
れ
て

く
る
の
だ
か
ら
山
が
禿
山
で
は
、

川
ば
か
り
工
事
し
て
も
洪
水
を
止

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
洪
水
を

防
ぐ
一
番
大
切
な
の
は
山
を
禿
山

に
し
な
い
こ
と
。
山
に
木
を
植
え

る
こ
と
だ
。
治
水
と
治
山
は
一
体

と
な
っ
て
い
る
。
植
林
こ
そ
治
水

の
根
本
政
策
な
の
で
あ
る
」

　明
善
は
明
治
19
年
、
奥
三
河
の

豪
農
、
北
設
楽
郡
稲
橋
村
の
古
橋

源
六
郎
暉て

る

兒の
り

を
訪
ね
植
林
に
つ
い

て
教
わ
っ
た
。「
一
本
の
木
を
植

え
る
心
は
自
家
一
身
の
富
の
た
め

で
は
な
く
、
自
分
と
と
も
に
そ
の

周
り
の
も
の
も
栄
え
、
村
や
国
の

栄
え
と
な
る
基
と
な
る
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
ぬ
」。
暉
兒
は
共
存

共
栄
の
林
業
を
説
い
た
。

公
益
社
団
法
人

国
土
緑
化
推
進
機
構

常
務
理
事青

木
正
篤

土
を
荒
廃
か
ら
守
り
、
天
物
を
利

用
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
国
利
民

福
を
増
進
す
る
」

　金
原
明
善
が
植
林
事
業
に
か
け

た
信
念
だ
。
天
保
３
年
（
１
８
３

２
）
遠
州
国
安
間
村
（
静
岡
県
浜

松
市
）
の
大
地
主
の
家
に
生
ま
れ

た
。
天
竜
川
は
し
ば
し
ば
大
洪
水

に
よ
る
甚
大
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
明
善
は
天
竜
川
の
治
水
と
上

流
の
治
山
に
全
財
産
を
供
出
し
て

取
り
組
み
、
関
連
す
る
社
会
公
共

事
業
に
生
涯
を
捧
げ
た
。

　天
竜
川
は
嘉
永
３
年
（
１
８
５

０
）
か
ら
明
治
元
年
―
明
善
19
〜

木
を
植
え
て
き
た
日
本
人

金
原
明
善
「
水
を
治
め
る
は
山
を
治
め
る
に
あ
り
」

10

37
歳
―
の
間
に
５
回
の
堤
防
決
壊

に
よ
る
洪
水
が
あ
っ
た
。

　慶
応
４
年
（
明
治
元
年
）
５
月

の
大
洪
水
は
特
に
ひ
ど
く
、治
水
、

治
山
事
業
を
始
め
る
契
機
と
な
っ

た
。
新
政
府
に
「
天
竜
川
水
害
防

禦
策
」
を
建
言
、「
天
竜
川
堤
防

御
用
掛
」
を
命
じ
ら
れ
る
。
同
年

秋
の
明
治
天
皇
の
東
京
行
幸
に
支

障
な
い
よ
う
、
急
遽
復
旧
工
事
の

担
当
を
命
じ
ら
れ
、
自
ら
資
金
調

達
し
工
事
を
進
め
た
。

　天
竜
堤
防
会
社
を
設
立
し
て
堤

防
改
修
工
事
に
取
り
組
み
、
社
名

を
「
治
河
協
力
社
」
に
改
め
、
総

裁
に
就
任
し
た
。
明
治
10
年
西
南

戦
争
で
内
務
省
が
天
竜
川
改
修
費

を
大
幅
削
減
。
内
務
卿
大
久
保
利

通
に
祖
先
伝
来
の
全
財
産
を
工
事

費
と
し
て
国
に
献
納
す
る
と
申
し

出
、
国
の
援
助
を
陳
情
。
大
久
保

は
熱
意
に
動
か
さ
れ
同
意
し
た
。

明
善
の
信
条

金
原
明
善

伊東マリンタウン
湯澤薫駅長

　伊豆東海岸、伊東温泉入口の相模湾に

静岡県伊東市湯川 571-19
国道 135 号　TEL.0557-38-3811

面したカラフルな建物で、マリーナを併設し海の
駅も兼ねています。伊豆土産やグルメが一堂に会
し、屋外温泉足湯や海の遊歩道、早朝から営業の
日帰り天然温泉シーサイドスパなど四季を通じ、
遊ぶ！食べる！癒される！をお届けします。

南ふらの
間木野雅人主任

　カヌーで有名な南富良野町にちなみ、

北海道南富良野町幾寅 687
国道 38 号　TEL.0167-52-2100

駅外観もカヌー先端をイメージに取り入れまし
た。町内の鹿肉解体工場と連携してエゾシカ肉の
ジンギスカン、ソーセージ、缶詰を販売し好評を
いただいています。幻の魚と呼ばれるイトウを大
型水槽で飼育展示しているのも人気です。

おふく
坂田哲駅長

　「花とお湯に出会えるやすらぎの駅」を

山口県美祢市於福町上 4383-1
国道 316 号　TEL.0837-56-5005

キャッチフレーズにし、四季折々の花、全浴槽源泉
かけ流し温泉で身も心もやすらいでいただけます。
オススメは、旬の果物や野菜をふんだんに使用し「食
べログベストスイーツ」にも選ばれた手作りシャー
ベット。無料足湯もあります。
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　明
善
は
天
竜
川
上
流
域
を
調
査

し
、
瀬
尻
地
区
（
浜
松
市
天
竜
区

竜
山
町
）
の
官
有
林
を
候
補
地
に

選
定
。
明
治
18
年
「
官
林
改
良
御

委
託
書
」
―
乱
伐
に
よ
り
荒
廃
し

た
官
有
林
に
私
財
を
も
っ
て
植
林

し
緑
を
国
家
に
献
納
す
る
―
を
農

商
務
省
山
林
事
務
所
に
提
出
、
許

可
が
下
り
た
。

　面
積
６
０
０
町
歩
、
ス
ギ
苗
２

４
０
万
本
、
ヒ
ノ
キ
苗
30
万
本
、

一
坪
当
た
り
苗
１
本
半
を
植
え

る
。
政
府
の
許
可
条
件
は
明
治
33

年
ま
で
に
植
林
を
終
わ
り
返
納
す

る
こ
と
だ
っ
た
。
吉
野
の
林
業
家

土
倉
庄
三
郎
に
も
支
配
人
を
派
遣

し
て
指
導
を
受
け
、
苗
畑
を
整
備

し
苗
木
育
成
か
ら
始
め
た
。

　苗
木
の
種
は
吉
野
、
熊
野
、
木

曾
、
天
竜
あ
た
り
か
ら
集
め
品
種

を
選
ん
だ
。
種
か
ら
育
て
た
苗
木

を
植
林
す
る
に
は
３
年
か
か
る
。

足
り
な
い
苗
木
は
他
所
か
ら
浜
名

金
５
万
円
を
下
賜
し
た
。

　「あ
ば
れ
天
竜
」
と
恐
れ
ら
れ

た
天
竜
川
。
瀬
尻
の
苗
木
が
育
つ

に
つ
れ
豊
か
な
流
れ
と
な
り
恵
み

を
与
え
た
。
荒
廃
し
た
山
林
に
緑

を
蘇
え
ら
せ
社
会
の
た
め
に
な
る

植
林
。金
原
林
造
林
は
治
水
治
山
、

国
富
の
蓄
積
、
林
業
振
興
な
ど
公

共
目
的
の
達
成
を
目
標
に
行
わ
れ

た
。
荒
廃
し
た
隣
接
の
私
有
林
を

中
心
に
静
岡
県
磐
田
郡
内
の
山
林

を
取
得
。
明
治
19
～
28
年
、
７
０

０
㌶
に
ス
ギ
３
２
２
万
本
、
ヒ
ノ

キ
71
万
本
、
計
３
９
３
万
本
を
植

栽
、資
金
は
３
万
５
６
０
９
円（
今

の
約
16
億
円
）
に
上
っ
た
。

　明
善
は
天
竜
川
の
治
水
と
三
方

原
開
墾
、
同
川
西
岸
地
域
の
灌
漑

用
水
整
備
、
同
川
水
運
の
発
展
な

ど
、
治
水
と
利
水
を
一
体
化
し
た

構
想
を
抱
い
て
い
た
が
、
壮
大
す

ぎ
て
実
現
し
な
か
っ
た
。
明
治
37

年
、
そ
の
実
現
を
目
指
す
金
原
疎

水
財
団
設
立
を
内
務
省
が
許
可
。

運
営
の
基
本
財
産
と
し
て
金
原
林

の
約
１
１
０
０
㌶
を
寄
附
。
瀬
尻

植
林
と
金
原
林
植
林
が
天
竜
林
業

■全国育樹祭開催
　第38回全国育樹祭が10月12日、山
形県金山町の遊学の森で開催された。大
会テーマは「うけつごう緑の大地　羽ば
たこうぼくらの未来へ」。式典に出席され
た皇太子さまは「緑を守り、育んできた
技術や文化を次の世代に引き継いでいく
ことは極めて大切」と述べられ、平成14
（2002）年の植樹祭で植えられた木々に肥
料を施された。全国育樹祭は、活力ある
森林を育て、次世代に引き継ぐ大切さを
伝えるため、昭和52（1977）年から毎年
秋に開催。春の全国植樹祭で天皇皇后両
陛下がお手植えされた樹木を、皇太子同
妃両殿下がお手入れされる育樹運動のシ
ンボル的行事で、公益社団法人国土緑化
推進機構と開催県が主催している。

　急
速
に
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
。
日
本
は
国
際
競

争
力
を
失
う
と
か
、
年
金
制
度
が
破
た
ん
す
る
と
い

っ
た
脅
威
や
不
安
が
強
調
さ
れ
、
各
界
で
様
々
な
対

応
策
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　道
路
整
備
に
関
し
て
も
最
近
は
、
相
次
ぐ
災
害
の

教
訓
も
あ
っ
て
「
安
全
・
快
適
な
国
土
や
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
」
と
の
世
論
が
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
へ
の
取
り
組
み
に
は
課
題
が
多
い

だ
け
に
研
究
開
発
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　一
般
社
団
法
人
日
本
道
路
建
設
業
協
会
と
会
員
企

業
は
、
公
共
施
設
周
辺
の
段
差
解
消
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
新
法
の
基
準
達
成
に
は
積
極
的
に
貢
献
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
は
さ
ら
に
、
協
会
内
の
「
技
術
及
び

施
工
管
理
部
会
」
や
、
会
員
各
社
独
自
の
創
意
工
夫

を
注
ぎ
込
ん
で
舗
装
そ
の
も
の
の
質
を
高
め
、
高
齢

者
や
障
害
者
を
は
じ
め
、
誰
に
も
よ
り
歩
き
や
す
い

道
づ
く
り
を
鋭
意
進
め
て
お
り
ま
す
。

　「
簡
単
に
言
え
ば
衝
撃
を
吸
収
す
る
道
路
で
す
。

ゴ
ム
チ
ッ
プ
を
樹
脂
で
固
め
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

に
敷
き
込
む
と
、
歩
く
際
の
衝
撃
が
少
な
く
か
か
と

へ
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
」
と
同
部
会
長
の
世
紀

東
急
工
業
技
術
担
当
部
長
、
松
田
敏
昭
さ
ん
。

　水
は
け
が
よ
い
か
ら
水
跳
ね
も
せ
ず
、
耐
久
性
が

あ
り
、
色
付
け
も
で
き
て
景
観
に
調
和
さ
せ
ら
れ
る

な
ど
利
点
も
多
く
、
割
高
に
は
な
る
が
と
、
意
欲
的

な
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
遊
歩
道
、
公
園
、
広
場
へ

の
採
用
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
に
も
最
適
と
し
て
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
広
く
導
入
さ
れ
る
見
通
し
な
の

で
、「
オ
モ
テ
ナ
シ
」
の
模
範
例
と
し
て
国
際
的
に

も
人
気
を
集
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

高齢化社会へ衝撃を吸収する道路開発

私
財
を
投
じ
て
「
あ
ば
れ
天
竜
」
の
治
水
、
治
山
に
一
生
を
捧
げ
た
先
人

湖
を
船
で
運
ん
だ
。
下
草
を
刈
る

鎌
も
普
通
の
鎌
で
は
刃
が
欠
け
て

し
ま
う
た
め
改
良
。
明
善
は
山
で

使
う
の
で
「
山
鎌
」
と
名
付
け
た

が
、人
々
は
「
明
善
鎌
」「
瀬
尻
鎌
」

と
呼
ん
だ
。

　当
時
山
村
は
現
金
収
入
の
途
が

な
く
大
規
模
植
林
は
願
っ
て
も
な

い
働
き
場
所
。「
明
善
様
の
山
で

働
け
ば
米
が
食
べ
ら
れ
る
」
と
こ

ぞ
っ
て
応
募
。
瀬
尻
の
植
林
に
は

最
盛
期
８
０
０
人
、
常
時
３
０
０

人
が
従
事
。
人
夫
の
子
供
た
ち
の

教
育
の
た
め
に
寺
子
屋
も
作
っ

た
。
植
林
を
始
め
た
時
、
明
善
は

55
歳
。「
木
が
育
っ
て
伐
採
で
き

る
ま
で
生
き
て
ら
れ
な
い
の
に
」

と
、
植
林
に
熱
中
す
る
姿
を
あ
ざ

笑
う
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　瀬
尻
の
植
林
は
明
治
19
年
か
ら

13
年
を
要
し
た
。
当
初
計
画
を
上

回
る
７
５
０
㌶
、
２
９
２
万
本
を

植
樹
。予
定
よ
り
２
年
早
く
完
了
、

政
府
に
返
納
で
き
た
。

　瀬
尻
の
山
林
は
官
有
林
。
国
の

た
め
に
木
を
植
え
る
国
へ
の
献
納

だ
。
明
治
22
年
、
瀬
尻
官
林
は
皇

室
御
料
林
に
編
入
。
明
善
が
投
じ

た
資
金
は
５
万
４
２
１
２
円
（
今

の
約
25
億
円
）
と
い
う
巨
費
で
、

金
原
家
の
財
産
と
東
京
で
経
営
す

る
東
里
為
替
店（
後
の
金
原
銀
行
）

の
利
益
金
。「
金
は
値
打
ち
の
な

い
場
所
で
儲
け
て
、
値
打
ち
の
あ

る
場
所
で
遣
え
」が
明
善
の
理
念
。

「
値
打
ち
の
あ
る
場
所
」
と
は
天

竜
川
の
治
山
治
水
だ
。
山
林
か
ら

採
取
し
た
椎
茸
販
売
、
製
紙
原
料

「
み
つ
ま
た
」
の
栽
培
、
炭
を
売

る
な
ど
資
金
を
稼
い
だ
。

豊
か
な
流
れ
に
変
化

　明
善
は
明
治
23
年
、
御
料
局
長

品
川
弥
二
郎
の
推
挙
で
御
料
局
顧

問
官
を
命
じ
ら
れ
、伊
豆
の
賀
茂
、

田
方
２
郡
に
ま
た
が
る
天
城
御
料

林
の
植
林
を
委
託
さ
れ
た
。
植
林

の
模
範
を
示
す
と
同
時
に
、
私
利

の
た
め
公
益
を
顧
み
な
い
風
潮
を

正
そ
う
と
す
る
弥
二
郎
の
意
図
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　瀬
尻
山
林
の
献
植
は
全
国
に
知

ら
れ
功
績
を
称
え
る
声
が
高
か
っ

た
。
明
治
33
年
、
宮
内
省
は
「
瀬

尻
御
料
林
の
改
良
の
た
め
私
費
を

投
じ
て
長
年
の
尽
力
と
そ
の
成
功

は
奇
特
」
と
明
善
に
金
杯
一
組
と
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地
の
礎
を
築
い
た
。

　明
治
35
年
、
静
岡
県
山
林
協
会

を
設
立
し
明
善
が
会
長
に
。
趣
旨

は
富
士
山
麓
の
植
林
。
同
38
年
ま

で
面
積
２
０
１
町
歩
に
74
万
本
の

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
植
林
、
全
て
静

岡
県
に
引
き
渡
し
た
。

植
林
を
儲
か
る
仕
事
に

　「大
勢
の
人
間
が
日
本
国
中
で

植
林
す
る
よ
う
に
な
る
に
は
植
林

を
儲
か
る
仕
事
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
」。
そ
れ
に
は
「
植
林
、

製
材
、
運
輸
の
一
体
化
」
が
不
可

欠
と
、
天
龍
木
材
株
式
会
社
、
天

竜
運
輸
株
式
会
社
な
ど
を
設
立
。

金
融
業
な
ど
も
経
営
し
た
が
、
富

を
求
め
る
た
め
で
な
く
治
水
や
植

林
の
資
金
充
当
が
目
的
だ
っ
た
。

　明
治
24
年
、
濃
尾
大
地
震
が
岐

阜
県
を
襲
い
９
７
０
０
人
の
死
者

が
出
た
。
河
川
氾
濫
を
防
ぐ
た
め

県
は
明
善
に
協
力
を
求
め
た
。
現

地
調
査
し
た
明
善
は
、
植
林
し
か

な
い
と
治
山
対
策
を
内
務
大
臣
ら

に
働
き
か
け
、
県
は
明
治
30
～
45

年
、
明
善
（
66
～
81
歳
）
の
指
導

で
植
林
を
進
め
た
。

　大
正
11
年
、
91
歳
の
明
善
は
不

自
由
な
体
を
山
駕
籠
に
委
ね
瀬
尻

御
料
林
を
訪
問
。
成
長
し
た
木
々

と
対
面
し
て
涙
を
流
し
、
半
年
後

92
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
天
竜
美

林
は
今
も
一
部
が
記
念
林
や
学
術

参
考
林
と
し
て
残
る
。

　「実
を
先
に
し
て
名
を
後
に
す
」

「
行
を
先
に
し
て
言
を
後
に
す
」

「
事
業
を
重
ん
じ
て
身
を
軽
ん
ず
」

「
何
事
も
一
人
で
は
で
き
ぬ
。
だ

が
、
先
ず
一
人
が
始
め
ね
ば
な
ら

ぬ
」。
明
善
の
信
念
だ
。「
水
を
治

め
ん
と
す
る
に
は
ま
ず
山
を
治
め

る
」
生
涯
を
貫
い
た
。

一般社団法人　日本道路建設業協会

記
念
館
の
戸
外
に
あ
る
碑
文
に

は
、
若
き
日
の
明
善
の
決
意
が

金原明善が私財を投じて植林したスギは
樹齢128年の林に（毎日新聞社提供）

クレール平田
堀文雄駅長

　長良川の堤防上にある道の駅で、直売

岐阜県海津市平田町野寺 2357-2
県道 23 号線　TEL.0584-67-3988

所では地元農家の朝採り新鮮野菜を安価で販売し、
レストランでは清流を眺めながらその新鮮野菜を
使った季節弁当が味わえます。薬草よもぎをアレ
ンジしたよもぎそば、よもぎドーナツ、よもぎケー
キはぜひとものおススメです。

日吉夢産地
林栄徳支配人

　日本最後の清流四万十川の源流域に

愛媛県鬼北町下鍵山 54
国道 320 号　TEL.0895-44-2340

ある森の中の駅です。旧日吉村の農家が毎日収穫
したての飛び切り新鮮な野菜類を “百姓価格” で
販売しています。今一番の人気は、地元の里芋焼
酎「媛かぐや」、特産のゆずを使った「ゆずシャー
ベット」。秋にはゆず収穫祭も開きます。

きくすい
一海英文館長

　九州自動車道菊水ＩＣから5分と交通

熊本県和水町江田 455
主要地方道玉名山鹿線　TEL.0968-86-3100

至便な駅です。地元の新鮮な野菜やこだわり自製
豆腐などの物産コーナー、安価（大人300円）で
利用できる温泉、レストランがあり、初心者にも
懇切指導するカヌーやキャンプなどでも1日楽し
めます。週末にお楽しみイベント開催。
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　「道
の
駅
」
は
、
平
成
５
年
４

月
に
登
録
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、

現
在
ま
で
に
１
０
４
０
駅
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。

　道
の
駅
は
「
休
憩
」、「
情
報
発

信
」、「
地
域
と
の
連
携
」
の
３
つ

の
機
能
に
加
え
、
中
越
地
震
か
ら

東
日
本
大
震
災
に
至
る
ま
で
の
復

旧
活
動
等
に
お
け
る
「
道
の
駅
」

の
「
防
災
」
機
能
が
評
価
さ
れ
、

重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　「道
の
駅
」
は
発
足
か
ら
20
年

を
経
て
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
入

っ
た
。
そ
の
評
価
の
高
さ
や
ブ
ラ

ン
ド
力
に
期
待
し
、
情
報
通
信
や

流
通
関
係
業
等
に
携
わ
る
方
々
が

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉

え
、
種
々
の
動
き
が
見
ら
れ
る
昨

今
で
あ
る
。

　国
土
交
通
省
で
は
、
現
下
の
最

重
要
政
治
課
題
の
一
つ
で
あ
る

「
地
方
創
生
」
の
拠
点
と
し
て
「
道

の
駅
」
を
活
用
す
る
提
案
等
の
募

集
を
開
始
し
て
い
る
。「
道
の
駅

の
機
能
強
化
を
図
り
、
地
方
創
生

の
拠
点
と
す
る
先
駆
的
な
取
り
組

み
を
モ
デ
ル
箇
所
と
し
て
選
定
、

関
係
機
関
が
連
携
の
上
、
計
画
段

階
か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る
」
と

報
道
発
表
資
料
に
あ
る
。

　「道
の
駅
」
の
評
価
の
高
さ
は
、

道
路
管
理
者
と
地
域
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
、
地
方
の
創

意
工
夫
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
尊
重
と
、
一
定
レ
ベ
ル
の
質
の

維
持
・
統
一
性
と
の
絶
妙
な
バ
ラ

ン
ス
が
命
で
あ
る
。

　中
央
発
の
画
一
的
な
流
れ
に
飲

み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
地
域
の

個
性
や
独
自
性
を
ど
う
担
保
す
る

か
、「
道
の
駅
」
連
絡
会
等
を
活

用
し
つ
つ
地
方
の
頑
張
り
を
期
待

し
た
い
。

　こ
れ
ま
で
の
延
長
上
で
な
く
、

〝
失
敗
は
成
功
の
基
〞
と
い
う
く

ら
い
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
、
地

方
の
裁
量
で
創
造
性
が
遺
憾
な
く

発
揮
し
得
る
よ
う
な
柔
軟
か
つ
弾

力
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
望
み

た
い
。

　国
と
地
方
並
び
に
官
と
民
が
、

「
道
の
駅
」
の
今
日
的
意
義
を
再

定
義
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
を
図
り
つ
つ
新
た
な
価
値

を
創
造
し
、「
道
の
駅
」
が
進
化

し
、「
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生
」

に
資
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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農業と国土

道
の
駅
、
地
方
創
生
の
拠
点
に

個
人
主
義
と
国
土
消
滅

　学
生
時
代
、
中
根
千
枝
の
『
タ

テ
社
会
の
人
間
関
係
』
を
読
み
、

50
年
以
上
経
て
初
め
て
理
解
で
き

た
こ
と
が
あ
る
。「
日
本
人
が
西

欧
近
代
社
会
以
上
の
タ
テ
社
会
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
だ
。
国

民
の
課
題
解
決
方
法
が
戦
前
ま
で

の
日
本
社
会
か
ら
大
き
く
変
化
し

た
と
思
う
。
現
代
日
本
人
は
西
欧

人
以
上
に
個
人
主
義
が
発
達
し
て

し
ま
い
、
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
に
危
機
が
存
在
す
る
と

考
え
て
い
る
。

　現
代
日
本
の
抱
え
る
様
々
な
課

題
、
人
口
減
少
と
年
金
負
担
、
原

発
再
稼
働
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
成
長
、
集
団

的
自
衛
権
と
尖
閣
・
竹
島
、
介
護

と
福
祉
、
防
犯
と
防
災
な
ど
総
て

政
治
的
課
題
で
、
国
民
は
国
の
政

策
と
予
算
抜
き
に
は
解
決
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　国
の
政
策
に
対
す
る
選
択
は
デ

モ
や
反
対
運
動
等
の
行
動
と
、
政

党
の
公
約
に
対
す
る
選
挙
し
か
方

法
が
無
い
と
思
い
、
納
税
の
対
価

で
行
政
か
ら
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
と
思
っ
た
が
、

予
算
は
充
分
で
な
く
、
消
費
税
率

ア
ッ
プ
受
け
入
れ
も
仕
方
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　現
代
日
本
人
が
タ
テ
型
社
会
の

構
造
に
ド
ッ
プ
リ
浸
か
り
、
解
決

方
法
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
私

の
タ
テ
社
会
と
ヨ
コ
社
会
の
問
題

意
識
で
あ
る
。

　ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
主
義
と

和
辻
哲
郎
の
実
存
主
義
の
違
い
を

書
い
た
文
章
に
出
合
っ
た
。
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
は
「
時
間
」
に
着
目
し

た
実
存
主
義
者
だ
が
、和
辻
は「
時

間
」
だ
け
で
な
く
「
空
間
」
も
重

視
す
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
人

間
を
「
そ
の
人
だ
け
の
生
涯
と
い

う
時
間
」
で
意
義
付
け
る
個
人
主

義
的
な
思
想
家
だ
。

　和
辻
は
社
会
と
い
う
「
個
人
を

包
む
空
間
」
を
視
野
に
、
人
間
の

「
個
人
」
と
「
社
会
の
一
員
」
と

い
う
二
面
性
を
見
出
す
。「
風
土
」

と
い
う
著
書
で
「
存
在
」
と
い
う

言
葉
自
体
が
、
人
間
の
二
面
性
を

示
す
と
述
べ
る
。「
存
」
と
い
う

語
は
「
何
か
が
あ
る
こ
と
を
人
が

自
覚
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
時

間
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。「
在
」

は
「
ど
こ
か
の
場
所
に
あ
る
」
と

い
う
意
味
。「
社
会
の
ど
こ
か
」

で
あ
り
「
人
間
が
社
会
と
関
係
し

て
い
る
、
同
じ
社
会
に
暮
ら
す
他

人
と
繋
が
り
を
持
ち
な
が
ら
生
き

て
い
る
」
こ
と
を
示
す
。

　和
辻
は
人
間
の
自
律
を
、
周
囲

に
流
さ
れ
な
い
「
自
分
は
自
分
」

と
い
う
自
覚
を
し
っ
か
り
持
っ
た

う
え
で
「
自
分
だ
け
に
こ
だ
わ
る

気
持
ち
は
捨
て
て
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
分
を
作
る
」こ
と
と
し
、

戦
前
の
日
本
社
会
の
特
質
と
西
欧

哲
学
と
の
違
い
を
明
確
に
し
た
。

タ
テ
社
会
を
象
徴
す
る
典
型
的
個

人
主
義
と
、
ヨ
コ
社
会
を
象
徴
す

る
日
本
型
ム
ラ
社
会
意
識
が
あ
っ

て
初
め
て
、
日
本
人
が
存
在
す
る

と
い
う
。

　英
国
の
桟
橋
を
特
集
し
た
が
、
今
夏
さ
ら
に
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
南
部
を
回
り
30
の
桟
橋
と
背
後
都
市
を
調
査
し

た
。
今
回
気
に
な
っ
た
点
が
地
域
の
元
気
良
さ
だ
。
英

国
の
人
口
は
日
本
の
半
分
だ
が
、
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
ほ
ぼ
同
じ
。
桟
橋
が
あ
る
沿
岸
都
市
は
人
口
数
千

人
か
ら
20
万
人
。
街
は
整
然
と
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り

は
見
か
け
な
い
。
中
心
市
街
地
へ
の
民
間
の
商
業
投
資

は
20
年
前
の
３
倍
に
な
っ
て
い
る
。

　英
国
は
19
世
紀
に
民
主
導
で
産
業
革
命
が
起
こ
っ

た
。
強
い
民
力
と
地
域
の
自
立
性
が
あ
る
。
か
つ
て
英

国
沿
岸
に
１
０
０
近
く
あ
っ
た
桟
橋
だ
が
、
政
府
は
関

知
せ
ず
、
民
と
地
方
自
治
体
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
い
た
。
英
国
の
桟
橋
は
、
当
時
の
民
間
に
よ
る

起
業
だ
。
運
営
は
民
営
で
い
わ
ゆ
る
公
有
民
営
で
あ

る
。　こ

の
た
め
施
設
に
対
す
る
所
有
や
経
営
意
識
が
強

く
、
こ
れ
が
維
持
管
理
、
つ
ま
り
存
続
さ
せ
な
が
ら
成

長
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
精
神
に
繋
が
り
、
街
づ
く
り

営々と築いた豊葦原瑞穂国の象徴、米どころ新潟の棚田（遠方の山は八海山）

海と共に生きる（番外編） 民からの発想／真の民活
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に
も
根
付
い
て
い

る
。
街
づ
く
り
は

地
方
自
治
体
が
中

心
と
な
り
、
地
元

民
間
企
業
や
地
域

住
民
が
連
携
し
な

が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
振
興
、
ア
ク
セ

ス
の
向
上
、
環
境

美
化
や
治
安
向
上

が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
民
意
を
重
視
す
る
、
住
民
主
導
、
行
政
参
加
型
の

街
づ
く
り
だ
。

　我
が
国
も
１
９
８
０
年
代
に
地
域
づ
く
り
に
民
間
活

力
の
活
用
が
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、
バ
ブ
ル
が
弾
け

る
と
萎
ん
で
し
ま
っ
た
。
当
時
の
民
活
は
、
民
間
の

資
金
と
経
営
セ
ン
ス
の
活
用
だ
。
英
国
型
の
民
活
は
、

民
間
の
社
会
奉
仕
精
神
の
活
用
と
資
金
力
、
い
わ
ば

民
間
の
利
他
精
神
の
活
用
の
よ
う
に
思
え
た
。

　こ
れ
が
桟
橋
や
そ
の
背
後
の
沿
岸
都
市
を
元
気
づ
け

さ
せ
る
源
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
域
の
元
気
と
は
経

済
力
で
は
な
く
、
地
域
自
ら
が
地
域
を
成
長
さ
せ
よ
う

と
す
る
信
念
と
行
動
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
地
方
創

生
が
叫
ば
れ
る
我
が
国
も
、
道
の
駅
や
一
部
の
地
域
で

そ
ん
な
動
き
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き

が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
一
般
財
団
法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

　
八
尋
明

彦
）

多くのリゾート客で賑わう
ボーンマス桟橋（今年７月）

芝浦工業大学マネジメント研究科客員教授
谷口博昭

村岡ファームガーデン
田丸明人支配人

　1000㍍級の山々に囲まれた赤い屋根が

兵庫県香美町村岡区大糠 32-1
国道 9号　TEL.0796-98-1129

目印。全国ブランドの素牛、但馬牛の原産地にふ
さわしく、レストランはレギュラー50種類、季節
により80種類を超える但馬牛メニューを提供して
いるのが自慢です。牛丼、しぐれ煮、そぼろ等加
工品も多数あり、精肉店も併設しています。

奥飛騨温泉郷上宝
高田隆一駅長

　眼前に焼岳を望む飛騨山脈の「湯の

岐阜県高山市奥飛騨温泉郷田頃家東垣内 11-1
国道 471 号　TEL.0578-89-3746

宝庫」内にあり、露天風呂もあるオートキャンプ
場を併設しています。新穂高ロープウェイ、乗鞍、
平湯大滝、上高地などの観光名所も近くです。各
種地元名産品を販売し、北アルプスの湧水を利用
した奥飛騨わさび、山椒は特に人気です。

くにの松原おおさき
山下洋支配人

　宿泊施設、露天風呂もある温泉施設・

鹿児島県大崎町神領 2419
国道 220 号　Tel.0994-71-6666

レストラン・物産館を備えているほか、屋外に足
湯・グランドゴルフ場・芝生の広がる大崎ふれあ
いの里公園も隣接しており、屋内外を問わずゆっ
たりとした時を楽しむことが出来ます。一番人気
のお土産は桜島鶏のスモークレッグです。
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「
社
会
の
一
員
と
し
て
の
人
間
」
が
大
切

　戦
後
日
本
人
は
西
欧
型
個
人
主

義
に
基
づ
く
実
存
主
義
に
染
ま

り
、
戦
前
の
日
本
人
が
持
っ
て
い

た「
社
会
の
一
員
と
し
て
の
人
間
」

で
あ
る
「
在
」
の
語
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
。

　「在
」
は
「
神
」
の
問
題
と
直

結
し
、
西
欧
哲
学
の
基
本
は
「
絶

対
神
」
が
自
然
を
創
造
し
た
と
す

る
の
で
、
前
提
が
日
本
人
と
異
な

る
。
古
事
記
に
も
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ

ザ
ナ
ミ
の
国
生
み
の
神
は
い
る
が

絶
対
神
で
は
無
い
。

　日
本
人
の
「
在
」
は
「
豊
葦
原

瑞
穂
国
（
と
よ
あ
し
は
ら
の
み
ず

ほ
の
く
に
）」
だ
。
昭
和
40
年
代

後
半
ま
で
米
は
増
産
さ
れ
、
豊
作

を
日
本
人
全
体
が
喜
ん
だ
。
減
反

政
策
以
降
は
豊
作
を
喜
ぶ
日
本
人

が
減
り
、
豊
葦
原
瑞
穂
国
の
言
葉

も
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。
収
穫
神

事
の
「
新
嘗
祭
」
が
「
勤
労
感
謝

の
日
」
と
い
う
訳
の
分
か
ら
な
い

祝
日
に
な
っ
て
、
学
校
で
も
そ
の

こ
と
を
教
え
な
い
。

　２
０
０
０
年
以
上
か
け
営
々
と

「道の駅の利用状況」についてのアンケート 「道の駅の利用状況」についてのアンケート回答用紙

Ｑ１．普段「道の駅」をどの様な目的で利用しますか？（いくつでも）

①休憩　②情報収集　③　特産品・農産物の購入　④イベント参加　

⑤サークル等の地域交流活動への参加　⑥その他（　　）

Ｑ２．普段どれくらいの頻度で、「道の駅」を利用しますか？

①毎日　②週に数回　③月に数回　④年に数回　⑤めったに利用しない

Ｑ３．普段どれくらいの頻度で、「道の駅」の特産品・農産物直売所

を利用しますか？

①毎日　②週に数回　③月に数回　④年に数回　⑤めったに利用しない

Ｑ４．普段直売所で特産品や農産物を購入する理由をお聞かせ下さい。

（いくつでも）

①商品が安いから　②商品が新鮮だから　③商品が安心・安全だから

④商品購入で地域に貢献できるから　⑤生産者・販売者との交流が出

来るから　　　⑥たまたま訪れたから　⑦その他（　　　　　　　）

Ｑ５．今回、「道の駅」を訪れて、駅長やスタッフ、販売員と会話を

しましたか？

①話した　　　　　　　　　　　　　　②話していない

Ｑ６．今回の訪問で、「道の駅」周辺の地域にどれくらい興味を持ち

ましたか？

①大変興味を持った　②興味を持った　③まあ興味を持った　④全く

持たなかった

Ｑ７．この新聞はどこの「道の駅」で入手しましたか？

Ｑ１： 　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤　

⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２：①　　 　　②　　 　　③ 　　 　　 ④ 　　 　　⑤

Ｑ３：①　　 　　②　　 　　 ③ 　　 　　④ 　　 　　⑤

Ｑ４：①　　　②　　　　③　　　　④ 　　　　⑤　　　　⑥

⑦その他（                                    ）

Ｑ５：①　　　　　　②

Ｑ６：① 　　 　　　②  　　　 　　③　　 　　　④

Ｑ ７：　a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅 名 ）　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

フリガナ   ：　　　　　　　　　　　　

お　名　前：　

　　　　　　　　　　　　　　　　

郵便番号〒：

ご　住　所：

お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

性　　　別：　　男　　　女

年　　　齢：　　歳

ご　職　業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

①  ②  ③  ④  ⑤　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切は平成 27 年１月 10 日。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人 人と道研究会

ご回答方法

づ
く
思
想
は
継
続
し
つ
つ
、
社
会

政
策
は
「
在
」
に
注
目
し
た
地
域

環
境
政
策
に
大
き
く
転
換
し
て
い

る
。
現
代
日
本
人
は
そ
れ
に
気

づ
い
て
い
な
い
。
現
代
日
本
社

会
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
は
タ

テ
社
会
の
政
治
で
は
解
決
で
き

な
い
。

　「在
」
に
対
す
る
意
識
を
新
た

に
し
、
地
域
か
ら
社
会
を
変
え
る

取
り
組
み
に
転
換
し
な
い
と
、
豊

葦
原
瑞
穂
の
国
は
い
ず
れ
消
滅
の

危
機
を
迎
え
る
。

築
き
上
げ
た
日
本
の
水
田
は
耕
作

放
棄
地
と
な
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
更
に

耕
作
放
棄
地
が
加
速
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
豊
葦
原
瑞
穂
国
の
国

土
が
消
滅
し
て
い
く
と
は
、
今
の

日
本
人
の
意
識
に
は
な
い
。「
存

在
」
と
い
う
日
本
人
の
原
点
か
ら

「
在
」
と
い
う
国
土
が
な
く
な
り
、

日
本
人
が
「
存
」
と
い
う
自
分
だ

け
の
生
涯
の
中
で
考
え
る
西
欧
型

個
人
主
義
に
転
換
し
て
し
ま
っ
た

の
だ
。

　逆
に
西
欧
で
は
個
人
主
義
に
基

道の駅で「つながる瞬間」創造したい

スターバックス  コーヒー  ジャパン  株式会社
店舗開発部　張本 尚子

　「人
々
の
心
を
豊
か
で
活
力
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
―
ひ
と
り
の
お
客

様
、
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
、
そ
し
て
、
ひ

と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
」

　こ
の
理
念
の
も
と
私
た
ち
は
、
お
客

さ
ま
と
の
「
つ
な
が
る
瞬
間
」
を
創
り

出
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
を
利
用
い
た
だ
く
シ
ー
ン
は
一
人

ひ
と
り
違
い
ま
す
。
毎
日
の
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ー
ン
に
欠
か
せ
な
い
場
所
、
大
切
な

家
族
や
友
人
と
共
に
過
ご
す
場
所
、
あ

る
い
は
忙
し
い
日
常
の
中
で
自
分
を
取

り
戻
す
場
所
と
し
て
…
…
。
様
々
な
シ

ー
ン
を
豊
か
で
活
力
あ
る
も
の
に
し
た

い
思
い
で
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
、
従

業
員
と
の
温
か
い
関
わ
り
、
自
分
の
居

場
所
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
空

間
を
提
供
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　新
店
舗
の
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
出
店
を
検
討
す
る
際
は
「
地
域
の

人
々
の
日
常
と
共
に
あ
る
」
店
舗
を
つ

く
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ロ

ー
ド
サ
イ
ド
の
店
舗
な
ら
、
地
域
の
女

性
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
利
用
し
や
す
い

道
路
へ
の
出
店
を
心
が
け
て
お
り
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
よ
く
調
査
し
た
上
で
最
適

な
客
席
配
置
、
親
し
み
や
す
く
、
洗

練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
店
舗
に
す

べ
く
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
ま
す
。

　ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
店
舗
は
、
一

店
舗
毎
に
立
地
の
選
定
か
ら
店
舗

デ
ザ
イ
ン
に
至
る
ま
で
個
性
を
大

事
に
し
た
手
づ
く
り
の
お
店
で
す
。

迎
え
る
未
来
の
お
客
さ
ま
を
思
い

浮
か
べ
、
丁
寧
に
お
店
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。新
店
舗
の
開
発
を
通
し
、

地
域
の
お
客
さ
ま
と
「
つ
な
が
る
瞬

■
お
知
ら
せ

　
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、〝
個
人
〟
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

間
」
を
創
り
出
す
こ
と
が
仕
事
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
で
は
、
地
域
の
人
や
旅
行

者
な
ど
様
々
な
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
し
て
集
い
、
つ
な
が
り
が
で

き
て
い
る
の
を
拝
見
し
ま
す
。
道
の

駅
と
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
と
人
々
が

「
つ
な
が
る
瞬
間
」
を
実
現
し
、
素

敵
な
空
間
が
創
造
で
き
た
ら
、
こ
ん

な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

道の駅への期待
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アリストぬまくま
西迫豪志支配人

　気候温暖で海山の幸に恵まれているた

広島県福山市沼隈町常石 1805
主要地方道鞆松永線　TEL.084-987-5000

め、すぐそばで水揚げされた新鮮な魚や、温暖な
気候利用ならではの野菜が大人気です。地元主婦
はもちろん、広島市方面からも多くの方々が新鮮
な魚を目指してお越しになります。隣りにレスト
ランとハーブガーデン、広場も併設しております。

小石原
小ノ上恵次駅長

　300 年の伝統ある小石原焼の登り窯をイ

福岡県東峰村小石原 941-3
国道 211 号　TEL.0946-74-2300

メージした建物で、窯元 44 軒の作品展示即売所も
設けています。米（宝珠山産棚田米、小石原産高原
米）、原木の生しいたけ、みそ、柚子こしょうなど
の地元特産品も好評です。村をあげての「民陶むら
祭り」を年 2 回盛大に催します。

ころ柿の里　しか
岡塚忠浩館長

　能登半島の南玄関にあり、地元の朝

石川県志賀町末吉新保向 10
国道 249 号　TEL.0767-32-4831

採り野菜を主体に海産物、民芸品等を販売してい
ます。町特産のころ柿を活かした「ころ柿ソフト
クリーム」は特に好評です。温浴施設のほか無料
で利用できる屋外の足湯、地域に伝わる太鼓と版
画を伝承し紹介する地域伝統文化館もあります。
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い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
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◆お便り募集

☆
川
岸
で
キ
ャ
ン
プ

　９
月
の
３
連
休
、
茨
城
県
の
道

の
駅
「
か
つ
ら
」
で
は
地
元
の
農

産
物
が
た
く
さ
ん
売
ら
れ
、
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
目
に
つ
い
た

大
き
な
栗
な
ど
を
買
っ
て
近
く
の

川
の
方
へ
行
く
と
、
川
岸
に
テ
ン

ト
や
日
よ
け
の
タ
ー
プ
を
思
い
思

い
に
張
り
キ
ャ
ン
プ
中
の
人
た
ち

が
い
っ
ぱ
い
。
私
た
ち
夫
婦
も
負

け
じ
と
タ
ー
プ
を
張
り
、
買
っ
た

ば
か
り
の
栗
や
さ
つ
ま
い
も
な
ど

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
、
秋
の
１
日

を
満
喫
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

あ
ち
こ
ち
道
の
駅
を
訪
ね
て
楽
し

い
思
い
出
づ
く
り
を
し
ま
す
。（
福

島
県
須
賀
川
市

　公
務
員
男
性
・

57
歳
）

☆
関
東
の
駅
制
覇
中

　ド
ラ
イ
ブ
が
趣
味
で
、
関
東
甲

信
越
の
道
の
駅
巡
り
中
。
九
州
と

四
国
に
続
い
て
完
全
制
覇
を
目
指

し
て
い
ま
す
！

　あ
と
は
群
馬
と

長
野
を
残
す
の
み
な
の
で
す
が
、

特
に
い
つ
ま
で
に
と
の
期
限
は
設

定
し
て
な
い
の
で
、
の
ん
び
り
ド

ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
本

紙
の
『
駅
長
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』、

参
考
に
し
て
ま
〜
す
。（
千
葉
県

木
更
津
市

　会
社
員
男
性
・
39
歳
）

☆
地
図
頼
り
の
運
転

　あ
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

カ
ー
ナ
ビ
を
使
わ
ず
に
地
図
を
見

な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
古
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

地
図
に
も
道
の
駅
が
載
っ
て
い
ま

す
。
立
ち
寄
れ
ば
郷
土
料
理
の
そ

ば
や
お
弁
当
を
食
べ
、
い
い
思
い

出
に
し
て
い
ま
す
。
つ
い
つ
い
お

土
産
を
買
い
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す

が
。（
埼
玉
県
川
越
市

　パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
女
性
・
45
歳
）

☆
ダ
メ
な
駅
増
え
た

　８
年
間
で
２
３
０
カ
所
の
道
の

駅
巡
り
を
し
ま
し
た
。
増
え
る
ば

か
り
で
す
ネ
。
で
も
、
ム
リ
し
て

行
っ
た
の
に
ガ
ッ
カ
リ
と
い
う
駅

が
多
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ダ

メ
な
駅
は
ダ
メ
！

　審
査
を
き
び

し
く
し
て
く
だ
さ
い
。（
兵
庫
県

豊
岡
市

　ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
女

性
・
67
歳
）

☆
道
の
役
割
を
痛
感

　東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
道
路
や
道
の
駅
の

役
割
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
本
紙
が
全
国
各
地
の

道
の
駅
を
紹
介
し
、
ま
た
、
道
の

駅
で
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
や
日
野
市

の
炊
き
出
し
訓
練
を
取
り
上
げ
て

い
る
の
は
本
当
に
役
立
つ
情
報
で
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
41
号
表
紙

の
道
の
駅
「
ち
く
ら
・
潮
風
王
国
」

の
写
真
が
き
れ
い
で
、
と
て
も
す

て
き
で
し
た
!!
（
宮
城
県
気
仙
沼

市

　パ
ー
ト
女
性
・
41
歳
）

☆
サ
ン
タ
さ
ん
ぜ
ひ
！

　41
号
『
道
の
駅
へ
の
期
待
』
で
、

東
日
本
大
震
災
被
災
地
を
訪
ね
て

子
ど
も
た
ち
を
抱
き
し
め
て
く
れ

た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
が
今
度
、
道
の
駅
で
「
ふ

れ
あ
い
サ
ン
タ
」
を
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
話
を
読
み
ま
し

た
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
で

す
!!  

孫
が
と
て
も
喜
ぶ
と
思
う

の
で（
大
阪
府
泉
佐
野
市

　主
婦
・

61
歳
）

☆
社
会
の
基
礎
構
造

　貴
紙
８
月
号
の
『
国
土
学
事
始

め
』
の
指
摘
で
、
目
か
ら
う
ろ
こ

が
落
ち
ま
し
た
。
確
か
に
、
日
本

の
道
路
整
備
は
「
公
共
事
業
」
と

し
て
捉
え
ら
れ
、
今
年
い
く
ら
事

業
を
や
る
か
と
い
う
予
算
用
語

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
に
「
社
会
を
支
え
る
基
礎
構

造
」
と
の
認
識
が
欠
如
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
財
政
が
厳
し
い
と

い
う
理
由
で
簡
単
に
計
画
そ
の
も

の
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
い
つ
ま

で
も
完
成
し
な
い
道
路
が
存
在
し

た
り
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

こ
れ
じ
ゃ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

の
競
争
力
低
下
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。（
大
阪
府
豊
中
市

　パ
ー
ト

男
性
・
72
歳
）

☆
炊
き
出
し
に
感
動

　私
の
住
む
地
域
で
先
日
、
防
災

訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
に

な
い
大
規
模
な
訓
練
で
し
た
が
、

中
で
も
「
炊
き
出
し
」
に
は
感
動

し
ま
し
た
。「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
本

当
に
大
切
な
ん
だ
と
再
確
認
し
ま

し
た
。
い
つ
ま
た
災
害
が
く
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
か
ら
、
み
ん

な
に
も
っ
と
熱
心
に
訓
練
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。（
岡
山
県
備
前
市

　看
護

師
女
性
・
60
歳
）

☆
Ｒ
Ｐ
が
テ
キ
ス
ト

　「ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
を
毎
号
読

ん
で
国
土
・
交
通
・
環
境
・
特
産

品
等
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、

私
に
と
っ
て
貴
重
な
テ
キ
ス
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。特
に
41
号
の『
農

業
と
国
土
』
で
取
り
上
げ
た
防
災

に
役
立
つ
炊
き
出
し
訓
練
や
、
米

は
防
災
食
料
と
い
う
話
は
、
地
域

防
災
訓
練
の
と
き
の
話
題
提
供
に

利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
良
き
企
画
記
事
を
読
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。（
徳
島
県
吉
野
川

市

　会
社
員
女
性
・
65
歳
）

☆
ス
タ
ン
プ
＆
切
符

　子
供
が
巣
立
ち
、
夫
婦
二
人
だ

け
の
生
活
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
二
人
で
過
ご
す
時
間
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
道
の
駅
の
ス
タ
ン

プ
帳
を
購
入
し
て
ス
タ
ン
プ
集
め

を
し
、
道
の
駅
切
符
も
集
め
始
め

ま
し
た
。
中
部
地
方
だ
け
で
も
た

く
さ
ん
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
!!

（
愛
知
県
瀬
戸
市

　主
婦
・
48
歳
）

☆
ズ
ボ
ン
替
え
大
変

　ト
イ
レ
の
床
が
ぬ
れ
て
い
る

と
、
幼
児
の
パ
ン
ツ
・
ズ
ボ
ン
を

ぬ
が
せ
る
の
が
大
変
で
す
。
み
な

さ
ん
（
私
も
）
く
つ
を
ぬ
い
で
床

に
じ
か
に
立
た
せ
ま
す
か
ら
、
親

子
と
も
ど
こ
か
ぬ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
知
ら
な
い
人
に
助
け
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
道
の
駅
で

は
ぜ
ひ
、
床
上
20
㌢
く
ら
い
の
高

さ
に
パ
ン
ツ
・
ズ
ボ
ン
替
え
ス

ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
岐
阜
県
恵
那
市

　自
営
業
手
伝

い
女
性
・
59
歳
）

☆
私
も
Ｐ
Ｐ
Ｋ
願
い

　長
野
県
の
長
寿
力
の
本
を
紹
介

し
た
『
道
の
駅
文
庫
』
を
読
み
ま

し
た
が
、
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン
ピ
ン
コ

ロ
リ
）
と
い
う
言
葉
は
長
野
か
ら

生
ま
れ
た
の
で
す
ね
。
母
が
施
設

に
入
所
し
て
い
た
と
き
、
環
境
が

悪
く
家
に
連
れ
て
来
た
い
と
思
っ

て
も
住
環
境
も
貧
し
い
し
、
病
院

通
い
も
ま
た
大
変
な
の
で
、
24
時

間
介
護
は
ま
わ
り
の
人
の
生
活
も

駄
目
に
し
て
し
ま
う
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
今
は
私
も
一
人
に
な

り
、
Ｐ
Ｐ
Ｋ
を
願
っ
て
い
ま
す
。

札
幌
も
長
野
の
よ
う
に
な
っ
て
欲

し
い
！
（
札
幌
市

　主
婦
・
62
歳
）

☆
最
後
の
？
自
転
車
旅

　サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
趣
味
。
主
人

と
二
人
で
、
２
度
目
の
北
海
道
自

転
車
の
旅
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。も
ち
ろ
ん
道
の
駅
に
も
寄
り
、

前
回
走
ら
な
か
っ
た
宗
谷
岬
か
ら

オ
ホ
ー
ツ
ク
を
走
り
ま
し
た
。
も

う
年
齢
的
に
も
最
後
か
な
と
思
い

な
が
ら
、
楽
し
み
ま
し
た
。（
富

山
県
射
水
市

　無
職
女
性
・
73
歳
）

　防サ
キ

人モ
リ

に

　行
く
は
誰タ

が
夫セ

　問
ふ
人
を

　
　
　見
る
が
羨ト

モ

し
さ

　も
の
思モ

ひ
も
せ
ず

　

 

（
万
葉
集
巻
二
十
・
四
四
二
五
番
）

　今
、
目
の
前
を
若
者
た
ち
が
出
征
し
て
行
く
―
―
そ
れ
を
見
送

る
大
勢
の
見
物
人
の
な
か
か
ら
、「
防
人
に
行
く
あ
の
若
者
は
誰

じ
っ
と
去
り
行
く
夫
の
姿
を
凝

視
す
る
以
外
、
今
、
こ
の
妻
に

は
す
べ
き
事
は
何
も
な
い
。
そ

ん
な
緊
張
と
虚う

つ

ろ
な
耳
に
聞
こ

え
た
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た

女
の
声
と
言
葉
に
、
ふ
と
羨せ

ん

望ぼ
う

を
感
じ
た
。
そ
れ
は
わ
が
身
に

突
如
到
来
し
た
不
幸
・
悲
し
み

か
ら
逃
れ
た
い
、
と
の
心
の
働
き
だ
っ
た
ろ
う
か
…
…
。

　防
人
制
度
は
、「
大
化
の
改
新
の
詔
」（
六
四
六
）
で
制
定
さ
れ
、

天
智
二
年
（
六
六
三
）
白は

く

村す
き

江の
え

で
新
羅
・
唐
連
合
軍
に
大
敗
後
、

翌
年
に
防
人
軍
が
編
成
さ
れ
て
、
筑
紫
・
壱
岐
・
対
馬
に
配
置
さ

れ
た
。
そ
の
徴
兵
地
は
関
東
以
北
の
国
々
か
ら
で
あ
っ
た
。
な
ぜ

東
国
な
の
か
？

　ま
ず
は
、
大
和
朝
廷
の
勢
力
の
拡
大
と
威
力
顕け

ん

示じ

・
人じ

ん

心し
ん

の
服
従
を
目
指
し
、
次
に
、
前
年
の
日
本
・
百く

だ
ら済
連
合

軍
に
参
加
し
て
惨
敗
し
た
二
万
七
千
人
の
兵
隊
は
西
国
人
で
あ
っ

た
か
ら
、
続
い
て
の
徴
兵
は
困
難
で
あ
っ
た
。
と
の
次
第
で
、
防

人
軍
は
、
東
国
地
域
に
拠
点
が
置
か
れ
、
延
暦
二
年(

七
八
三)

「
現
地
の
兵
が
国
土
西
辺
の
守
備
に
就つ

く
」
と
定
め
ら
れ
る
ま
で
、

百
二
十
年
間
・
三
年
交
替
の「
東
国
防
人
の
歴
史
」は
続
い
た
の
だ
。

　わ
が
妻
は

　い
た
く
恋
ひ
ら
し

　呑ノ

む
水
に

　影カ
ゴ

さ
へ
見
え
て

　よ
に
忘
ら
れ
ず

　（万
・
巻
二
十
・
四
三
二
二
）

　妻
が
夫
を
想
い
恋
い
慕
う
情こ

こ
ろ

が
、
遠
国
筑
紫
で
夫
の
飲
む
水み

ず

面も

に
そ
の
姿
を
見
せ
る
相
思
相
愛
の
純
情
歌
で
あ
る
。

 

（
万
葉
研
究
家
）

　悲
哀
の
別
離
・
東
国
防
人
歌

の
主
人
な
の
」
と
、
問
う
て
い
る
女
を
見
る
と
、
な
ん
と
ウ
ラ
ヤ

マ
シ
イ
!! 

あ
の
よ
う
な
屈く

っ

託た
く

の
な
い
気
持
ち
に
な
り
た
い
も
の

だ
（
私
は
最
愛
の
夫
を
防
人
と
し
て
今
行
か
せ
て
い
る
の
だ
）。

　
　
　
　×

　
　
　
　
　×

　
　
　
　
　×

　
　

　天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
二
月
、
筑
紫
の
諸
国
へ
交
替
で
派

遣
さ
れ
る
夫
を
見
送
る
妻
の
歌
で
あ
る
。

　前
触
れ
も
な
く
突
然
の
夫
の
招
集
に
、
そ
の
妻
は
途と

惑ま
ど
い
と
不
安

で
胸
い
っ
ぱ
い
―
―
夫
が
不
在
の
三
年
有
余
の
歳
月
を
ど
う
過
ご

す
か
、
淋
し
い
独
り
暮
ら
し
へ
の
気
働
き
も
な
く
、
　ひ
た
す
ら
、

　「赤い羽根共同募金」
が10月から始まった。
東京都共同募金会は来
年 3月末まで期間を拡
大し、企業等に「物品
寄付」を呼びかけたり、
「募金機能付き自動販
売機」設置など新たな
取り組みを進める。寄
付金の約７割は募金地
域の福祉施設・団体で
活用。高齢者の「孤
立」問題など今日的課
題にも取り組んでい

る。助成先や使途は「はねっと」(http://hanett.
akaihane.or.jp/) で。
　問い合わせは、東京都共同募金会
 ( 新宿区大久保 3-10-1-201、03-5292-3182) 
　　ホームページは「東京の赤い羽根」で検索

赤い羽根共同募金スタート

おがわまち
石川順子販売担当

　地元の野菜やお菓子、惣菜等をたく

埼玉県小川町小川 1220
国道 254 号　TEL.0493-72-1220

さん販売しています。いろいろな種類の野菜があ
り、中でも有機農法栽培の野菜が人気です。「和
紙のふるさと」として知られ、敷地内の埼玉伝統
工芸会館での和紙すき体験も楽しいですよ！　ご
休憩に買い物にお食事にお立ち寄りください。

細入
吉岡暢大駅長

　四季折々の表情豊かな神通峡の景観に

富山市片掛 3-5
国道 41 号　TEL.076-484-1815

恵まれ、越中 (富山 )と飛騨 (岐阜 )の県境に位置
するため、飛越を結ぶ拠点として両県の特産品を
豊富に取り揃えています。地元特産では「らっきょ
う」や「山菜の昆布〆」が自慢。芝生広場、アス
トロゲレンデなど親子で楽しめる施設もあります。

たかのす
笹木俊雄駅長

　国内唯一の太鼓博物館に、ギネス認

秋田県北秋田市綴子字大堤道下 62- １
国道 7号　Tel.0186-63-2233

定世界一を含む40カ国の大太鼓を展示していま
す。日本三大地鶏「比内地鶏」生産地だけに、地
鶏を使った親子丼・きりたんぽ鍋のほか、地場特
産ししとうを使ったオリジナル商品のししとう
チョコレート、ししとうラーメンなどが好評です。
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　第
３
回
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
総
会
が
10
月
28

日
か
ら
29
日
の
二
日
間
、

栃
木
県
那
須
町
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　今
回
の
総
会
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
道
の
駅
が
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
の
「
地
域

創
生
拠
点
」
と
し
て
、
更

な
る
「
道
の
駅
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
」
に
向
け
て
ど
う

あ
る
べ
き
か
の
議
論
で
す
。
先
駆
的
な
取
り
組
み
を

行
う
「
道
の
駅
」
の
支
援
な
ど
、
今
後
の
活
性
化
に

向
け
て
、
よ
り
一
層
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
機
能
の
強
化
が
不
可
欠
で
、
東
京
の
一
般
社
団
法

人
「
日
本
み
ち
研
究
所
」
へ
事
務
局
を
置
く
こ
と
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
新
事

務
局
体
制
の
も
と
で
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
実
態
把
握
の

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
実

施
し
、
半
年
以
上
か
け
て
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

の
事
業
計
画
の
充
実
と
活
性
化
に
つ
い
て
協
議
、
検

討
を
重
ね
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　全
国
総
会
に
お
い
て
は
、
会
費
の
見
直
し
に
つ
い

て
も
前
向
き
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

総
会
で
の
意
見
を
重
く
受
け
止
め
て
、
事
業
計
画
の

充
実
と
活
性
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
け
ば
、
よ
り

良
い
全
国
「
道
の
駅
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

事
務
局
を
約
２
年
間
お
お
せ
つ
か
り
、
い
ろ
ん
な
事

が
体
験
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
「
日
本
み
ち
研

究
所
」
に
代
わ
り
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
経
験
を
生

か
し
共
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局

　菊
池
太
一
）

東
京
に
新
た
な
事
務
局

日
本
み
ち
研
究
所
に
期
待

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　プ
ロ
の
味
を
手

軽
に
家
庭
で
楽
し

め
る
「
豊
の
天
然

だ
し
」（
20
包
）

を
10
人
に
。

　化
学
調
味
料
・

保
存
料
無
添
加

で
、
鹿
児
島
か
つ

お
節
、
羅
臼
昆

布
、
大
分
椎
茸
な

ど
国
産
素
材
6
種

原
料
か
ら
直
接
抽

出
し
、
ホ
テ
ル
や

病
院
の
料
理
人
も

愛
用
す
る
。

　シ
ニ
ア
月
刊
誌
「
百
歳
万
歳

G
abin

」
３
か
月
分
購
読
を
20

人
に
。�

　海
外
観
光
、
国
内
歴
史
、
読

物
、
趣
味
、
健
康
な
ど
読
者
を

飽
き
さ
せ
な
い
総
合
誌
。
元
気

な
シ
ニ
ア
同
士
に
よ
る
読
者
投

稿
が
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
誌
と
し
て
も
人
気
が
高

い
。

提供：（株）ニッコーフーズコーポレーション
� http://www.nikkof.co.jp/

提供：（株）百歳万歳
� http://www.100sai.co.jp/

問題作成　寺崎美保子　
http://www.facebook.com/mihoko.terasaki.9

　クロスワード　人と道パスル
★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１

　正
月
に
回
し
て
遊
ぶ

２

　こ
ど
も
の
日
に
食
べ
る
ら
し
い

３

　○
○
あ
り
、
谷
あ
り

４

　七
五
三
に
○
○
○
飴

５

　ユ
ニ
コ
ー
ン
の
頭
上
に

６

　透
け
て
見
え
る
？

８

　何
か
勘
違
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

10

　内
村
航
平
は
何
の
選
手
？

12

　固
体
→
液
体
→
○
○
○

13

　ボ
ッ
ク
ス
も
ケ
ー
ス
も

14

　剣
道
、
決
め
技
の
１
つ

16

　名
誉
○
○
○
○

18

　フ
ォ
ー
ク
・
社
交
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

19

　モ
ー

20

　マ
ス
ク
は
コ
レ
を
覆
い
ま
す

22

　水
撒
き
に

24

　セ
ー
フ
の
反
対

26

　演
劇
に
チ
ケ
ッ
ト
○
○
○
は
つ
き
も
の
で
す

27

　メ
ー
ト
ル
と
か
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
か

29

　上
を
見
上
げ
れ
ば
見
え
ま
す

31

　美
し
い
○
○
の
花
に
は
刺
が
あ
る

32

　新
宿
に
、
た
ち
並
ぶ

１　スリランカやイギリスでおなじみみの飲み物は？
４　ネット上で会話
７　公園の砂場で遊ぶもの
９　○○ある鷹は爪を隠す
10　○○に向かって武者修行
11　シーラカンスは生きた○○○
13　⇔ロー
14　まな板の上の○○
15　取りまとめる
17　親のお仕事です
19　片目をパチリ
21　実力のうち
22　スターなんです
23　負けてないよ
25　雪を英語で
27　エビで○○を釣る
28　数字で言うなら 800 かな？
30　○○○○電話にメッセージを残そう
33　嫌な記憶がよみがえる…
34　戦友とも言うのかな？

　衝
撃
的
な
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
出
産

可
能
年
齢
に
あ
た
る
若
年
女
性
を
指
標
と
し
て
、
近
未
来
の
地

方
の
姿
を
予
測
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
で
８
９
６
も
の
市
町

村
が
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
あ
た
り
、
う
ち
５
２
３
の
市
町

村
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
消
滅
可
能
性
が
高
い
」
と
警
告
さ
れ
て

い
る
。

　実
は
、
筆
者
が
住
む
千
葉
県
の
長
南
町
も
こ
の
消
滅
が
危
倶

さ
れ
る
町
の
一
つ
だ
。
本
書
の
予
測
に
よ
れ
ば
、
長
南
町
の
２

０
４
０
年
の
総
人
口
は
４
８
５
４
人
。
若
年
女
性
数
は
２
１
７

人
。
若
年
女
性
の
減
少
率
は
実
に
72
％
だ
。
最
盛
期
に
は
１
万

５
０
０
０
人
を
超
え
た
町
だ
っ
た
。
そ
れ
が
30
％
に
減
少
し
、

子
供
を
産
む
女
性
が
７
割
以
上
も
い
な
く
な
る
。そ
う
な
れ
ば
、

世
代
の
交
代
が
出
来
な
く
な
り
町
は
消
滅
し
て
い
く
。

　若
年
女
性
が
５
割
以
上
減
少
す
る
自
治
体
を
本
書
は
「
消
滅

可
能
性
都
市
」
と
い
う
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
全
国
８
９
６
自
治

体
と
な
り
、「
将
来
急
激
な
人
口
減
少
に
遭
遇
す
る
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
、
東
北
、
山
陰
、
四
国
、
九
州
な
ど
に

こ
う
し
た
自
治
体
は
広
が
っ
て
い
て
、
地
方
に
暮
ら
す
人
に
は

切
実
な
問
題
と
し
て
受
け
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　地
方
か
ら
、
若
者
が
減
少
す
る
の
は
東
京
な
ど
の
大
都
市
に

移
り
住
ん
で
し
ま
う
か
ら
だ
。
東
京
だ
け
は
、
今
後
も
若
年
女

性
を
含
む
若
者
が
増
え
て
い
く
。

　し
か
し
、
東
京
の
出
生
率
は
１
・
13
人
と
全
国
で
最
も
低

く
、
他
県
か
ら
の
流
入
が
止
ま
れ
ば
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
る
。
そ
の
結
果
、
や
が
て
東
京
は
超
高
齢
化
し
て
消
滅
し
て

い
く
。

　人
口
に
か
か
わ
る
予
測
と
い
う
も
の
は
、
ほ
か
の
予
測
と
ち

が
い
ほ
ぼ
正
確
に
将
来
を
表
す
。
私
が
住
む
町
も
、
あ
な
た
が

住
む
町
も
将
来
「
消
滅
」
と
い
う
終
着
駅
に
向
か
う
急
行
電
車

に
乗
り
合
わ
せ
て
い
る
。
若
者
や
子
育
て
世
代
が
地
域
に
踏
み

と
ど
ま
り
、
都
市
か
ら
移
住
し
て
く
る
よ
う
な
地
域
だ
け
が
生

き
残
っ
て
い
く
。「
消
滅
」
駅
行
き
の
電
車
の
軌
道
を
変
え
る

こ
と
、
そ
れ
が
い
ま
地
方
に
暮
ら
す
人
々
の
共
通
の
課
題
だ
。

�

（
花
信
風
子
）

41 号の正解は
「ワクワクミチノエキ」

「地方消滅」
増田寛也編著
中公新書

応
募
方
法

　クロスワードはＡＢＣ…部分の文字を順に並べた
答えを、プレゼントは希望品名をそれぞれ別のはが
きに書き（整理のため一緒に書くと無効）、①氏名
②郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦
趣味⑧この新聞の入手場所⑨関心を持った記事⑩感
想・意見を付記し、〒 102-0075�東京都千代田区三
番町 7-1�朝日三番町プラザ�ＮＰＯ法人�人と道研究
会へ。平成 26 年 1月 10 日 ( 金 ) 必着です。クロス
ワード正解者 20 人への記念品、プレゼント希望品
は、抽選のうえ発送を発表にかえさせていただきま
す。個人情報は当ＮＰＯが厳重管理し、応募作業及
びＮＰＯからのご案内以外の目的に使用しません。

犬挟
岩崎日出男支配人

　鳥取県倉吉市と岡山県真庭市が共同運

鳥取県倉吉市関金町山口 2030-46
国道 313 号　TEL.0858-45-1313

営する全国でも珍しい駅です。両県の大地で育っ
た新鮮野菜や果物を直売し、売店に山陰のお土産
を数多く取り揃えています。中でも地元特産のわ
さびやわさび加工品（わさび醤油、わさびみそ、
わさび漬け等）は年間を通して人気です。

草津
高田幸子駅長

　雄大な比叡・比良山系や国内最大級

滋賀県草津市下物町 1436
県道近江八幡大津線　TEL.077-568-3610

の「くさつ夢風車」を見ながらの食事・ティータ
イムでおくつろぎください。市の花「あおばな」
の粉末を使った商品や草津メロンが自慢で、生産
者の収穫地を利用する摘み取り体験や蓮の群生地
の観察舟など自然密着型イベントも人気です。

たまかわ
穂積俊一駅長

　交通不便でフリーのお客様が少ない

福島県玉川村岩法寺字宮ノ前 140-2
県道福島空港西線　TEL.0247-57-3800

ため、こだわり商品（さるなし、しぼりトマト）、
こだわり加工品（おこわ、かしわもち、漬物）、
ここでしか食べられない逸品「さるなしと空芯菜
のソフトクリーム」を揃えています。観光果樹園
無料開放もあり、長時間滞在で楽しめる駅です。
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■
も
て
ぎ

■
に
の
み
や

■
ば
と
う

■
東
山
道
伊
王
野

■
那
須
与
一の
郷

■
那
須
野
が
原
博
物
館

■
み
ぶ

■
に
し
か
た

■
う
つ
の
み
や
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

■
明
治
の
森
・
黒
磯

■
は
が

■
湯
西
川

■
湧
水
の
郷 

し
お
や

■
那
須
高
原
友
愛
の
森

■
ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま

■
思
川

■
や
い
た

■
湯
の
香
し
お
ば
ら

ゆ な

す

こ
う
げ
ん
ゆ
う
あ
い

お
も
い
が
わ

ゆ

　
に
し
が
わ

ゆ
う
す
い

　
　
さ
と

く
ろ
い
そ

と
う
ざ
ん
ど
う

な
す
の
よ
い
ち

さ
と

な

　
す  

の

は
ら

い

　
お
う  

の

か

■
き
つ
れ
が
わ

■
み
か
も

■
し
も
つ
け

■
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か
い

全国「道の駅」連絡会

全国の「道の駅」が
栃木県那須町に集結！！
全国の「道の駅」が
栃木県那須町に集結！！
2014年10月28日（火）　那須町文化センター 大ホール

紹介します！栃木県内22箇所の「道の駅」紹介します！栃木県内22箇所の「道の駅」
平成26年10月28日 現在

鳥海
本間栄子駅長

　鳥海山、日本海、庄内砂丘、温泉等

山形県遊佐町菅里字菅野 308-1
国道 7号　TEL.0234-71-7222

の環境に恵まれ、野菜や鮮魚直売所、食堂、パン
工房で海の幸、山の幸、里の幸をまるごと楽しめ
ます。いくらを贅沢に使った「いくら丼」や秘伝
のたれで焼いた「銀かれい焼き」等々のサービス
を評価され、東北道の駅大賞を頂きました。

ウッディ―京北
古家實義駅長

　館内に入っていただくと、中央正面

京都市右京区京北周山町上寺田 1-1
国道 162 号／ 477 号　TEL.075-852-1700

に樹齢約600年、高さ7㍍の櫓（やぐら）杉がどっ
しりと居座り、木の香りでいっぱいです。豊かな
自然の中で育まれた新鮮野菜やお米、木工品、ご
当地ソフトなど自然環境に恵まれた京都京北地域
ならではの商品を取り揃えお待ちしています。

クロス 10十日町
岩船眞人駅長

　雪と着物とコシヒカリの特産地らし

新潟県十日町市宇都宮 71-26
国道 117 号　TEL.025-757-2323

く、当駅も正絹にこだわったギネス認定1万1655
個の『幸せを呼ぶ傘吊るし雛』を展示しています。
また、海藻ふのりを繋ぎにした独特な木の入れ物
の「へぎそば」と、生産者のご協力で吟味した「魚
沼産コシヒカリ」をお土産用に揃えております。




